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緒 言

1 本研究の背景と目的

酪農経営において,その安定化のための基本方

策は生産費の低減を図り収益性を向上させること

であり,そのためには,生産費の過半を占める飼

料費の低減と遺伝的に高い泌乳能力を有する乳牛

の飼養が重要条件である｡

飼料費の低減は,低廉な高品質,高栄養粗飼料

の確保と密接に関連し,また高能力牛の飼養は,

一定量の乳生産に必要な頭数を減少させ,乳牛の

維持に要する飼料量を減少させる｡すなわち,高

能力牛の飼養は飼料生産のための耕地と畜舎.施

設,機械等の効率化並びに管理労働力の軽減化を

可能にする｡

このような酪農経営の収益性とも関連し,近年,

乳牛の個体能力は着実な向上を示しっっある｡す

なわち,北海道における昭和60年度乳用牛群総合

改良推進事業の資料15)によると,昭和50年度に

8,00Okg以上を泌乳 した乳牛は検定牛中3.6%に過

ぎなかったが,昭和59年度には21%に増加してお

り,今後,更にこの傾向は進展するものと推測さ

れている2)0

このような高能力牛は,特に泌乳初期において

極めて多くの養分量を要求し,粗飼料の多い飼料

構成では要求するエネルギー量を摂取することが

できず,その充足のためには多くの濃厚飼料を必

要とすることが報告されている76 ■LR) ｡ しかし,

一方において,濃厚飼料の多絵は乳牛の健康上問

題の多いことが指摘されており2S･6"U),また飼料

中に占める濃厚飼料の比率には一定の限界があり,

それ以上の多給は,むしろエネルギー摂取量の減

少に連なることが示されている126)｡更に,全飼料

中に必要とする粗繊維の最低量についても指摘が

なされている246u o

このように,濃厚飼料の給与量にも限界がある

中で,粗飼料の品質,栄養価は搾乳牛の飼養上垂

要な意味を有している｡すなわち,低質,低栄養

粗飼料の給与は養分摂取量を低下させ,それを補

うための濃厚飼料の給与垂は増大する｡一方,高

品質,高栄養粗飼料の給与は養分摂取量を高め,

高泌乳時においてもその充足率は高く,乳生産の

ための濃厚飼料の給与量は低減する｡

搾乳牛に給与されている主要な粗飼料として,

牧草ととうもろこしがある｡牧草は,生草の状態

で,あるいは乾草やサイレージとして利用されて

おり,一方,とうもろこしは,そのほとんどがサ

イレージとして利用されているD

生草の利用法として,放牧あるいは刈取り給与

法があるが,生草の放牧利用により,特に早春に

おいて極めて多くの乳量の得られることが示され

ている27.77)｡しかし,放牧時には乳量は決 して高

くはないとする研究結果62)や放牧草の養分含量に

は著しい変動がみられ,かなり養分含量の低いも

ののあることが指摘されている60)｡すなわち,敬

牧時には,生育期あるいは番草によって放牧草の

養分含量に著しい変動がみられ,草地の管理法あ

るいは季節的な草量変動とも関連し,養分摂取量

にかなりの変動が生じ 安定的に高養分量を供給

することは極めて困難である｡このことは生草の

刈取り給与についても同様に言えることである｡

一方,乾草については,サイレージと比較して

摂取量や産乳量は高いとする報告も多いが,多く

の地域において良質乾草の調製に必要な好天は得

難く,自然法による安価な高品質乾草の安定的調

製,確保は極めて困難な状況にある｡すでに,そ

の調製法によって乾草の養分含量に著しい変動の

生ずることが明確に示されており113),また降雨あ

るいは高水分での梱包,貯蔵による品質,摂取量

並びに産乳量の低下は広く経験されているところ

である｡更に,長期間の降雨,曇天により刈取適

期を逸し,著しく粗剛化した低質乾草の調製され

る場合も少なくない｡一方,熱風利用により調製
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された乾草類は品質も良く,摂取量や産乳量の高

いことが明らかにされているtw)が,自然法に比べ

てその生産費は著しく高く,粗飼料主体酪農の主

要粗飼料とはなり難い｡すなわち,生草の場合と

同様,搾乳牛の粗飼料としてすべてを乾草に依存

することは極めて問題が多い｡

このような状況から,その品質,栄養価の安定

している牧草サイレージ及びとうもろこしサイレー

ジが,今後の搾乳牛の粗飼料として重要性を持っ

ものであり,これらを十分活用した高産乳のため

の搾乳牛の飼養技術が明らかにされなければなら

ない｡特に,とうもろこしについては,近年,栽

培法並びに品質改良上において著しい進展がみら

れ,北海道の東部や北部の草地酪農地帯において

もその栽培面積は拡大の方向を示しつつある｡

このような背景から,本研究は,北海道におけ

る安定草種としてのチモシーを主とする牧草サイ

レージ並びにとうもろこしサイレージについて,

その産乳価値を明らかにし,これらを高度に利用

した高乳量を生産するための搾乳牛の飼養技術の

確立に資する目的で実施したものである｡

2 従 来 の 研 究

牧草サイレージの多給に関する研究

搾乳牛に対する牧草サイレージの多給について

は,刈取時期2535188,116 1】7),番章1UL),施肥量35)水分

含量18 19･25･30 31･32･37･46100114)あるいは乾草との比較14･

18･81･364<'.B61Lm.108･124)や併給87)で検討がなされてい

る｡

刈取時期と摂取量及び産乳量との関係について,

鳶野ら117)は,オーチャー ドグラス及びチモシーを

主体とする牧草サイレージについて検討を行い,

早刈は摂取量や産乳量の高いことを示し,また,

CLIIllTONら25)は,コスタル バ ミューダグラスサ

イレージについて同様の結果を示している｡一方,

GoRD()Nら35)は,オーチャー ドグラスサイレージ

について早刈は消化率は高いが,乾物摂取量は高

くはなく,乳量も必ずしも高くはないことを指摘

し, M LTril)OCK and HoI)GS｡N幽)は, 早刈 は

TDN摂取量は高いが,乳量には差がないとして

いる｡刈取時期と摂取量並びに産乳量との関係に

ついては,必ずしも明確でなく,特に,チモシー

を主体とする牧草サイレージについては明確に示

されていない｡

番草による差違について,小倉 ･鳶野.ul)は,オー

チャードグラス及びチモシーを主体とする牧草サ

イレージについて2番草は早刈の1番草よりも飼

料価値は劣り,また.2番草も生育目数が進行す

るにつれて飼料価値の低下することを示している｡

更に,番草と養分含量との関係については,右

葉56･57･59)や名久井ら91)によって研究されているが,

1番草サイレージと2番草サイレージとの産乳価

値の差違について比較検討した報告は極めて乏し

い｡

施肥量,特に,窒素施肥量と牧草サイレージの

品質や養分含量あるいは摂取量との関係について,

多 くの検討がなされている4 5 6,9,33弘tbGG)｡ し

かし,牧草の多収を目的とした窒素施肥とサイレー

ジの産乳価値との関係についてはほとんど明らか

にされていない 35)｡

サイレージの水分含量と摂取量や産乳量との関

係についても多くの検討がなされている｡その中

で,サイレージの乾物含量と摂取量との問に密接

な関係があり,乾物含量の高いものほど摂取量は

高いとし3"2,3785･…),同様に乳量も高いとする研

究結果は多い18125,3L･LOa)｡しかし.一方において,

水分含量の低いサイレージは乾物摂取量は高いが,

乳量には有意な相違はないとする結果19 116)や,秦

分含量や摂取量並びに乳量は,高水分に比して低

水分サイレージの方が低い傾向にあることも指摘

されている46)｡

牧草サイレージと乾草との比較についても多く

の検討がなされている｡すなわち,サイレージは

乾草に比して摂取量や産乳量は低いとする結果14･

1831･ 43･拡)や両者間に差はないとする結果36),また,

サイレージの方が乾草より,むしろ摂取量は高く

.24),乳量も同様に高いとする研究結果帆l吋)が示

されている｡サイレージの摂取量や産乳量は,そ

の水分含量や調製条件とも関連するが,乾草に比

して必ずしも低いとはされていない｡牧草サイレー

ジに対する乾草の併給効果について, M ufH)()CK
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and H()nGS()N87)は,ダイレクトカットサイレー

ジの多給時において乾草の給与量の増加が.特に

産乳量の増加に結びっかなかったことを示してい

る｡

牧草サイレージの多給と繁殖,生理との関係に

ついて,坪松119),八幡ら130)の報告があるQ坪松"9)

は,牧草サイレージの多給は生理上支障はないと

し,八幡ら130)は,7年間にわたり牧草サイレージ

を単一粗飼料として給与 した結果,繁殖及び生理

的障害は認められず,サイレージの通年給与は可

能であり,特に,低水分サイレージが効果的であ

ることを指摘している｡

とうもろこしサイレージの多給に関する研究

搾乳牛に対するとうもろこしサイレージの多給

については,とうもろこしの品種21･2942･55･lDl 111】29-

や熱期-5･172" " 9 82 L15),乾草15 115)や牧草サイ レー

ジ67 馴0)との比較あるいは乾草との併給12 13,L%,3941

胡･佃127)で検討がなされている.

品種による影響について,八幡ら129)は,品種に

よって乾物摂取量や産乳量は異なることを示し,

S′rAKIlこら"J)ち,品種によって乳量は異なるとして

いる｡また, 0lm二NIO4)は,早生の高子実種は子実

含量の少ない晩生種と比較 して泌乳効果は等しい

かあるいは少 々優 れているとし, HL-71,ll.MAN

and DuNĈ N55)ち,同様の結果を示 している0

-万, HT.:MKm ら42)は,品種によって子実含量は

異なるが,消化率や泌乳量に差違はなかったとし,

BYmtSら21)は,品種によって消化率は異なるが,

乳量には有意な差違はないことを指摘 している｡

とうもろこしの品種と産乳量との関係については,

報告によってそれぞれ結果が異なり,明確な一致

をみていない｡他に,品種と養分含量との関係に

ついては,多くの研究がなされている1 6l･92･n94 ･

HI･
○

熟期との関係について, Huf3FJliら48)は,熟期

の進行とともに乾物摂取量及び乳量は上昇すると

し, BflYANTら17)ち,同様の結果を示 し,他に,

熟期や乾物含量は,摂取量と密接な関係にあるこ

とが示されている42 】04㌔

一方,Mo二(rr(,,OMJ川 Yら82)は,熟期によって乳

量に有意差はないとし, Byl.二RS and ORMISTON20)

ち,乾物含量の高い場合において,熟期により乳

量に有意差が生じないことを指摘している｡また,

熟期が進行 し乾物含量が著しく上昇 した場合,摂

取量や乳量はむしろ減少することが示されており

49),熟期と養分摂取量あるいは産乳量との関係に

ついては不明確な点も多い｡他に,熱期と養分含

量との関係については多くの研究がなされており,

熟期によって消化率が異なるとする結果2034, 58･00)

や有意な差違はないとする指摘 もなされている
･I♭)

0

とうもろこしサイレージと牧草サイレージとの

比較について, M oN･llG()MTll.IiYらblJは,とうもろ

こしサイレージはアルファルファ主休の低水分サ

イレージに比較して摂取量や産乳量は有意に低かっ

たことを示 しているが, J()IINSONら67)は, とう

もろこしサイレージはコスタル バ ミューダグラ

スサイレージに比 して摂取量及び乳量は有意に高

かったとしている.更にKINC;and LAM∧SrH･llt69)

は,とうもろこしサイレージとフェスキューラジ

ノクローバ混播サイレージとの比較を行っている

が,とうもろこしサイレージと牧草サイレージと

の産乳価値の差違についての検討は極めて乏しく,

特に,チモシーを主体とする牧草サイレージとの

比較検討はなされていない｡

とうもろこしサイレージと乾草との比較につい

ては, BItOWNら】5)やTll()MASら115)によって検討が

なされている｡ Bfi()WNら15)は,泌乳牛に対 しと

うもろこしサイレージを単一粗飼料として給与し

ても,乳量や乳成分あるいは健康上問題のないこ

とを指摘 し, TIl｡M′＼SらlL5)は,粗飼料としてとう

もろこしサイレージのみでも,少なくとも3泌乳

期の間正常な乳量を産出し,繁殖,健康上問題は

なかったとしているoLかし,一方において,粗

飼料としてとうもろこしサイレージのみでは健康

上L2)あるいは繁殖上41)問題があるとする指摘 もな

されている｡

他に,とうもろこしサイレージと乾草の併給効

果についても検討がなされており,また,とうも

ろこしに対する非蛋白態窒素化合物の添加効果に

ついての研究もなされている50･51･52 5川 2･】28)｡
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牧草サイレージととうもろこしサイレージの併用

多給に関する研究

牧草サイレージととうもろこしサイレージの併

用多給について, BEI.YEAら12,13)は, とうもろこ

しサイレージにアルファルファ主体サイレージを

併給 しても摂取量や産乳量あるいは繁殖性に差違

はないとし, BAXTERらLL)ち,アルファルファサ

イレージの併給による乾物摂取量及び乳量の有意

な上昇は得られなかったことを示している｡一方,

Gltlト二VHらBB)は,予乾牧草サイレージの併給によ

り乾物摂取量は増加するとし, M ()Tr】､C()Mll:ItYら

B3)ち,低水分アルファルファサイレージの併給に

より,乾物摂取量及び乳量は上昇することを指摘

している｡

とうもろこしサイレージと牧草サイレージとの

併給効果については,まだ,一定の方向は得 られ

ておらず,また,これらの研究はアルファルファ

を主とする牧草サイレージとの併給について検討

がなされており,チモシーを主とする牧草サイレー

ジとの併給効果については明確に示されていない｡

坂東･出岡8)は,窒素施肥量及び刈取時期を異

にするチモシー予乾サイレージととうもろこしサ

イレージの併給試験を行っているが,とうもろこ

しサイレージあるいは牧草サイレージ単独給与と

の差違については検討がなされていない｡また,

坂東 ･出岡7)は,とうもろこしサイレージの多給

時において,低水分牧草サイレージと乾草の併給

試験を行い,両者間に養分摂取量及び乳量の差違

は認められなかったことを示し,とうもろこしサ

イレージに対する併給粗飼料として乾草の替りに

牧草サイレージを利用することができることを明

らかにしている｡
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Ⅰ 牧草サイレージ多給による搾乳牛の飼養

牧草には多くの品種があり,それぞれサイレー

ジとして搾乳牛に給与され,乳生産のために利用

されているが,いずれの牧草サイレージにおいて

も,その多給により高乳量を生産しようとする場

合,原料となる牧草が多収であり,更にその栄養

価が高く,かつ.乳牛による噂好性が高いもので

なければならない｡

牧草の多収は,特にイネ科主体章において窒素

施肥量と密接に関連し,また,サイレージの栄養

価並びにその摂取量は,牧草の生育期あるいは番

章と関連がある｡

チモシーを主とする混播章は,サイレージの原

料章として広く利用されているが,窒素施肥量と

その産乳価値との関係など,チモシーを主とする

牧草サイレージの多給と乳生産との関係について

は,まだ明確に示されていない｡

本章では,チモシーを主体とする混播章と一部

チモシーとともに北海道における主要草種であり,

かっ,栄養価がチモシーと類似しているオーチャー

ドグラスを主体とする混播章について,窒素施肥

量や生育期あるいは番章や水分含量並びに濃厚飼

料の給与量との関連で,サイレージの産乳価値を

明らかにし,その多給による搾乳牛の飼養につい

て検討する目的で試験を実施した｡

試験 Ⅰ-1 窒素施肥量及び生育期とサイレー

ジの産乳価値

目 的

草地からの乳生産は,草地から生産される牧草

の収量や養分含量並びにその品質と関連がある｡

窒素質肥料がイネ科牧草の収量を高めることは広

く知られているが,窒素多肥牧草をサイレージと

して利用する場合,品質あるいは噂好上問題の多

いことが指摘されている5･日 ,35･6566). しかし,

窒素施肥量とサイレージの品質あるいは摂取量と

の関係については不明確な点が多く,また窒素施

肥量がチモシー主体サイレージの産乳価値に及ぼ

す影響についても明らかにされていない｡

本試験は,高位生産を目的とした窒素多肥が,

栄養収量あるいはサイレージの品質,摂取量並び

に産乳量にどのような影響を及ぼすかについて,

生育期との関連で明らかにするため実施した｡

試 験 方 法

草地は,チモシーを主体とする火山灰質草地を

使用した｡窒素 (N)の施肥水準は10a当り3kg

と12kgの2水準とし. 5月9日に全区に10a当り

りん酸 (P205)8kg,カリ (K20)9kgを窒素と

同時に施肥した｡窒素,りん散,かノ肥料として

は,それぞれ硫安,過りん酸石灰及び塩化カリを

使用した｡

サイレージの調製は,チモシー (ホクレン改良

種)が穂学期及び出穂揃期に達した時期に,いず

れもフォーレ-ジ--ベスター (切断長約 lc7n)

により刈取り,それぞれ無予乾のままプラスチッ

ク製及びビニール製スタックサイロに詰込んで行っ

た ｡

供試飼料の消化試験は,去勢羊3頭により予備

試験期 7日間,本試験期7日間の全糞採取法によっ

て施行した｡

搾乳牛についての飼養試験は,最高泌乳期を経

過したホルスタイン種牛8頭を供試し,1期18日

間 (本試験期 6日間)の4×4ラテン方格法によ

り実施した｡試験牛は,個々に給餌槽を備えたス

タンチョン牛舎に繁養し,各サイレージは自由に

摂取させ,他に,チモシー主体 2番乾草及び濃厚

飼料を,各年にいずれも2kg/日給与した｡運動

は毎日午前10時30分頃から午後 2時頃まで行い残

飼の計量は毎日午前9時30分頃に行った｡搾乳は

1日2回,午前 9時30分頃と午後7時頃に実施し,

その都度乳量を記録した｡また.乳試料は各期最
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後に朝夕の搾乳時に連続 4回採取 し,混合乳につ

いて乳成分の分析を行った｡体重は各期最後の2

日間連続 して測定 した｡

供試飼料及び糞の一般成分の分析は常法 3)によ

り実施 した｡また,サイレージのpHはガラス電

極pHメーターを用い,乳酸はBAliKrJ)iandSUM-

MJl.JIiSON法10)により,アンモニア態窒素は減圧蒸

留法朗)により,それぞれ測定を行い,揮発酸は水

蒸気蒸留後ガスクロマトグラフィーによって求め

た｡牛乳中の脂肪はゲルベル法J)蛋白質はケルダー

ル法 3)によって測定 し,無脂固形分はろ紙吸着乾

燥法によって全固形分を求め,脂肪との差より求

めた｡

各処理問の差の有意性は分散分析131)により決定

し, 処理平均値 問 の差 はDU＼e仙 's multiple

rangetest28)により検定 した｡

供試 した濃厚飼料の配合割合は,マイロ 39.6

%,トウモロコシ21.0%,グルテンフィード10.7

%,大豆柏 7.8%,糖蜜 6.0%,デンプン柏 3.5

%,アルコール粕 3.5%,フスマ 2.7%, アマ二

相 2.5%,りん酸二石灰 2.0%,食塩 0.7%であっ

た ｡

なお,以下に示す全試験において,一般成分の

分析,サイレージの発酵品質についての測定並び

にラテン方格法による飼養試験結果の統汁分析は,

刈 取 窒 素
施肥量

月 日

6月27-28日

7月18日

(10alJiり)

3kg

12kg

3kg

12kg

'原物中o l'チモシー｡

本試験で用いた方法により行った｡また,本試験

と同一配合割合の濃厚飼料の消化率は,すべて本

試験で求めた消化率を用いた｡

試 験 結 果

各刈取り時における植生割合,生育期及び収量

は,第 1表に示すとおりである｡

草地における草種構成は,チモシー,ラジノク

ローバ及びアカクローバであったが,大部分 (79

-97%)がチモシーであった｡窒素多肥により,

生育期に関係なくチモシーは増加 し,クローバ類

は減少 した｡また,乾物収量は,窒素多肥により,

いずれの生育期においても著 しい増加を示 し,各

サイレージの消化試験により求めた数値から算出

した栄養収量は,窒素多肥によりDCPで倍増 し,

TDNで約50%の増収であった｡一方,生育期に

よる栄養収量の差違については,DCPにおいて

3kg区では出穂揃期に至って14%の増加となった

が,12kg区では逆に 5%の減少 となった｡TON

では,それぞれ出穂揃期で12%,6%の増加に過

ぎなかった｡

各生育期における原料草の一般成分は,第 2表

に,また,サイレージ及び他の飼料の一般成分,

消化率及び養分含量は,第 3表に示すとおりであ

る｡

第 1表 植生割合,生育期及び収量 (試験 Ⅰ-1)

植 生 割 合 (%)～

チ モ ラ ジ ノ ア カ
シ ー クローバ クローバ

80 12 8

96 2 2

79 13 8

97 2 1

生育期=

穂学期

出 穂
揃 期

収 量 (10a当り)

生 草 乾 物

(_t_) (t)

1.81 0.31

2.64 0.46

1.96 0.45

2.65 0.62

DCP TDN
(kg) (kg)

28 220

60 341

32 247

57 362
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第 2蓑 サイレージ原料草の一般成分 (試験 Ⅰ-1)

穂 学 期

窒素施肥量(10a当り) 3kg

水 分 (%) 82.9

粗 蛋 白 質 (%)▲ 15.3

粗 脂 肪 (%)' 4.1

N F E (%)● 46.5

粗. 繊 維 (%)● 26.6

粗 灰 分 (%)■ 7.5

第 3蓑 供試飼料の一般成分,

サ イ

穂 学 期

レ - ジ

出 穂 揃

出 穂 揃 期

3kg 12kg

76.7 76.9

12.7 13.4

2.5 2.6

46.6 45.8

30.8 30.7

7.4 7.5

(試験 Ⅰ-1)

旦 乾 料鍋厚濃草

窒素施肥量(10a当り) 3kg 12kg

一 般 成 分 (%)

水 分

粗 蛋 白 質'

粗 脂 肪●

N F E●

粗 繊 維'

fEI J天 分'

消 化 率 (%)

7

3

1

4

0

2

2

5

8

8

0

8

8

1

3

3

9

1

8

1

1

9

2

8

7

4

2

7

8

1

3

3

3kg 12kg

4

3

1

9

8

∩コ

7

3

5

9

3

7

7

1

3

3

3

0

8

8

1

3

8

4

5

7

4

8

7

1

3

3

2

3

6

3

0

00

0

3

2

8

8

7

2

1

4

2

乾 物 66.0" 69.3A 52.9円 56.Ou 60.7

粗 蛋

粗 脂

N F

粗 織

D C

T D

白 質 59.5'､

肪 82.7

E 63.5̂

維 74.4Ⅰj

P (%)' 9.1R

N (%)▲ 70.9A

72.1A 53.2日

82.4 72.2

60.6A 49.60

80.3人 58.2C

13.1∧ 7.1C

74.1̂ 54.9日

65.4u 60.0

77.4 52.9

47.5u 66.2

61.8C 59.9

9.2【1 8.0

58.4円 59.8

各サイレーノ間において,異なる肩文字によって示される数値間に有意差 (P<0.01)あり｡
'乾物中｡

窒素多肥により,いずれの生育期においても原

料華中の粗蛋白質含量は増加 し,NFE含量は減

少した｡また,生育期の影響としては,特に粗蛋

白質含量が出穂揃期に至って減少し,粗繊維含量

は逆に増加した｡

サイレージにおける窒素施肥量及び生育期によ

る影響は,原料草の場合と同様であるが,原料草

との成分的な相違は,サイレージにおける粗脂肪,

粗蛋白質,粗繊維及び粗灰分含量の増加傾向とN

3

0

8

4

0

8

5

6

3

1

4

4

1

1

7

5

3

6

6

2

1

9

0

∩コ
6

7

7

1

2

8

6

8

8

4

1

8

FE含量の減少である｡サイレージの粗脂肪含量の

増加については,サイレージ発酵により生成された

有機酸が粗脂肪として定量されるためであり,NFE

含量の減少は発酵のため消費されたものと考えられ

る｡また,他の成分の増加については,発酵による乾

物の減少のための相対的な増加であると考えられる｡

サイレージの消化率及び養分含量では,窒素多

肥により,いずれの生育期においても粗蛋白質の

消化率及びDCP含量が有意 (P<0.01)な上昇を
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第4蓑 サイレージの発酵品質 (試験 I-I)

生育期 蓋肥蓋 p｡ 総 酸 乳 酸 酢 酸 7*O完 酪 酸 讐 諾 ×100
(10a当り) - - - (原物中%)

穂 学 期

出穂揃期

3kg 3.98 1.49 1.10 0.36 0.02 0.01 9.5

12kg 4.33 1.40 0.43 0.73 0.22 0.02 14.4

3kg 3.93 1.49 1.14 0.31 0.03 0,01 11.0

12kg 3.81 1.42 1.10 0,30 0.01 0.01 11.0

示 した｡一方,TDN含量では,窒素多肥により,

やや高まる傾向がみられたが,有意差は得られな

かった｡また,生育期の影響として,各成分の消

化率は生育期の進行により低下 し,粗脂肪を除く

他の成分で有意差 (P<0.01)が認められた｡更

に,DCP及びTDN含量 も窒素施肥量に関係なく

出穂揃期に至って有意 (P<0.01)に減少 した｡

各サイレージの発酵品質は,第4表に示すとお

りである｡

窒素施肥量の影響をみると,穂学期では高窒素

が低窒素に比して乳酸含量が低 く,pH,揮発酸

及び全窒素中に占めるアンモニア態窒素の割合が

高かったが,出穂揃期では窒素施肥量の影響は特

に認められなかった｡生育期の影響では,低窒素

で大きな差違は認められなかったが,高窒素では

出穂揃期に至って乳酸含量は増加 し,揮発酸含量

はいずれも減少を示した｡すなわち,穂学期高窒

素以外はいずれも類似 したpH,酸組成を示 し,

発酵品質は極めて良好であったo

各処理区の搾乳牛による平均飼料摂取量,乳量,

乳組成及び体重は,第 5表に示すとおりである｡

窒素施肥量のサイレージ乾物摂取量に及ぼす影

響をみると,出穂揃期でやや高窒素サイレージが

低かったが,穂学期では高窒素サイレージの発酵

品質は良好でなかったものの両サイレージ間には

ほとんど差はみられず,いずれの生育期において

も窒素施肥量による有意な影響は認められなかっ

た｡各区同一に給与 した乾草及び濃厚飼料は,い

ずれも全量が摂取され,これらも含めた全飼料か

らのTDN摂取量及びサイレージと乾草を合わせ

た全粗飼料からのTDN摂取量では,窒素施肥量

による有意な影響は認められなかった｡一方,全

粗飼料及び全飼料からのDCP摂取量では,生育

期に関係なく高窒素区は低窒素区に比べて有意

(P<0.05)に高かった｡次に,生育期の摂取量に

及ぼす影響をみると,窒素施肥量に関係なく出穂

揃期では乾物,TDN及びDCPがいずれも減少を

示し,サイレージ乾物では,高窒素区において出

穂揃期は穂学期に比 し,またTDN及びDCPでは

いずれも出穂揃期が有意 (p<0.05)に低かった0

日本飼養標準97)の要求量に対する全TDNの摂取

割合 (日本標準比)では,穂学期で両区とも標準

を上回ったが,出穂揃期ではいずれも標準に達 し

なかった｡一方,DCPでは,いずれの区も標準

以上を摂取 した｡

乳量及びFCM量は,TDN摂取量にほぼ比例 し

て増減する傾向を示し,各生育期において,特に

窒素施肥量による有意な影響はみられなかった｡

しかし,出穂揃期に至っていずれも減少する傾向

を示 し,高窒素区で両生育期問に有意差 (P<0.0

5)が認められた｡乳組成では,いずれにおいて

も窒素施肥量あるいは生育期による有意な影響は

認められず,体重においても,各区間に著 しい相

違はみられなかった｡

考 察

イネ科主体草地に対する窒素施肥量の増加は,

収量を高めるばかりでなく,阻蛋白質含量を高め,

NFE含量を低下させることは多 くの試験によっ

て示されている5･965･66)が,本試験の場合,窒素
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第5表 飼料摂取量,乳量,乳組成及び体重 (試験 Ⅰ-1)

(10a当り)

飼料乾物摂取量 (kg/日)

サ イ レー ジ

乾 草

全粗飼料/体重100kg

濃 厚 飼 料

全飼料/体重100kg

穂 苧

3kg 区

.〟5

6

15

7
4
3

1

1
2

1

2

1

TDN摂取量 (k㌢/日)

全 粗 飼 料 9.5人

全 飼 料 10.6人

(同上日本標準比)(%) (112)

DCP摂取量 (也/日)

全 粗 飼 料 1.18b

全 飼 料 1.37b

(同上日本僚隼比)(%) (134)

乳 生 産 量 (也/日)

実 乳 量 14.9且b

F C M 量 14.4a

乳 組 成 (%)

脂 肪 3.78

無 脂 固 形 分 8.04

蛋 白 質 2.99

体 重 (kg) 609

異なる肩文字によって示される数値間に有意差あり｡

施肥量による粗蛋白質含量の差違は両生育期とも

顕著ではなかった｡このことについては,窒素多

肥により,クローバ類の減少割合が16-18%に達

したことも若干影響していると考えられる｡

窒素多肥により,粗蛋白質の消化率が上昇 し,

結果的にDCP含量の著 しい増加となったが, こ

れは窒素多肥時にみられる特徴的傾向である｡ま

たTDN含量は,窒素多肥によりむ しろ増加する

傾向がみられ,このことは,窒素多肥が必ずしも

TDN含量の低下とはならないことを示 している｡

サイレージの品質では,窒素多肥により特に穂

学期で低下する傾向が認められ, この結果は,

GotiZ)｡Nらtu)や和泉ら65)の結果と類似している｡

しかし,サイレージの乾物あるいはTDN摂取量

期 出 穂 揃 期

12kg 区

EE<

柑

A3

6
08

7

36

日

1
2

1

2

10,8∧8

1.6

2.01Au

1.7

2.29A月

9.4人 6.9R

10,8∧ 8.3日

(113) (93)

1.61a 0.god

1.80a 1.09d

(171) (115)

15.4a 13.5bc

14.8a 12.8且b

3,71 3.64

8.03 8.04

3.01 3.05

619 617

12kg 区

.､U

Fn

5

6

83

7
日

nLn

a
,

D

00

∬

卸

9

4

69

10

09

0

〓9

1

1

1

2

6

7

柏

l

I

1

2

2

3

8

3
.

6

-

I-

1

大文字-P<0.01,小文字-p<005｡

では,窒素施肥量による有意な影響は認められず,

窒素多肥が早刈サイレージの摂取量の低下とは必

ずしも結びっかないことを示唆している｡

乳量,乳組成では,いずれの生育期においても

窒素施肥量による新著な影響はみられなかったが,

乳量は出穂揃期に至っていずれも低下する傾向が

認められた｡本試験の場合,各処理区間のDCP

摂取量には著 しい相違をみたものの,いずれも要

求量を大きく上回ってい る ｡また,両生育期にお

いて,窒素施肥量の差違によりTDN摂取量に特

に大差は生 じなかったのに対 し,出穂揃期では

TDN摂取量にかなりの低下がみられたこと, こ

のようなことが,乳量において施肥量よりも生育

期の影響が強く現れたものと考えられる｡
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以上のように,チモシー主体草地に対する窒素

施肥童の増加は,DCP及びTDN収量を高めるも

のであり,また,早春10a当り12kg程度の窒素施

肥を行い,養分含量の高い穂学期において無予乾

でサイレージ調製を行っても,乳牛によるサイレー

ジ摂取量に特に影響はないと判断される｡更に,

チモシーを主体とするサイレージ多給による搾乳

牛の飼養上において,窒素施肥量の持っ意味はD

CP摂取量を高めることにあると言える｡また,

生育期については,本試験でみられるように,穂

学期から出穂揃期に至って乾物収量は増大するが,

DCP及びTDN含量が著 しく低下するため,DCP

収量では必ずしも増収には至 らず,TDNにおい

てもその収量増はわずかであった｡生育期が進行

した場合,DCP及びTDN摂取量が減少 し,産乳

量の低下することから,チモシー主体サイレージ

の多給により高乳量を得ようとする場合には,そ

の早刈利用が重要であり,窒素施肥量の増加は収

量面からもその早刈利用を可能にするものと思考

される｡

試験 I-2 1番革と2番章サイレージの

産乳価値

目 的

牧草は, 1番章の刈取り後,2番草,3番章あ

るいは多くの番草について利用されているが,特

に北海道の東部地域においては1番草と2番草の

採草利用が一般的である｡

1番草と2番章の成分や栄養価の差違について

検討した報告は多くみられるが,サイレージとし

ての産乳価値の差違について検討した報告は極め

て乏しく101),その差違は明確でない｡

本試験は, 1番草と2番草サイレージの産乳価

値の差違を明らかにするため,栄養価がチモシー

と類似しているオーチャードグラスを主体とする

混播草を用いて実施した｡

試 験 方 法

草地は,火山灰質のオーチャードグラス (キク

ミドリ)主体草地を使用した｡ 5月8日に10a当

りN6kg,P2058kg,K206kgを施用 し, 1番章

の刈取 り後,更にNとK20をそれぞれ 4kg追

肥した｡

サイレージの調製は, 1番草を6月6日 (出穂

始期)に,また,その再生章を7月25日 (伸長期)

に,それぞれモーアで刈り,ハーベスターで2-

3mに切断した後,無予乾のままビニール製スタッ

クサイロに詰込んで行った｡

供試飼料の消化試験は,去勢羊8頑を用い,予

備試験期10日間,本試験期 7日間の全糞採取法に

より実施した｡

搾乳牛による飼養言式験は,最高泌乳期を経過し

た12頭のホルスタイン種牛を用い,1期21日間

(本試験期 7日間)の2×2ラテン方格法により

実施した｡各サイレージは自由に摂取させ,他に

オーチャードグラス主体 1番乾草を各年に2kg/

日,濃厚飼料 (市販品)をFCM量の 1/ 6給与

した｡運動は毎日午前9時頃から午後 2時頃まで

実施し,この時に残飼を計量した｡搾乳は1日2

回,午前6時頃と午後4時頃に行い,その都度乳

量を記録した｡また,乳試料は各期最後に朝夕の

搾乳時に連続4回採取し,混合乳について乳成分

の分析を行った｡体重は各期最後の2日間連続し

て測定した｡

牛乳中の脂肪はMllko-tester法78)により,蛋白

質はPro-Milk法73)により測定 し,無脂固形分は

試験 Ⅰ-1と同様の方法により測定した｡

試 験 結 果

刈取り時における生育期及び収量は,第 6表に

示すとおりである｡

草地における植生割合は,l香草,2番章にお

いてラジノクローバが,それぞれ8,3%を占め

ていたほかは,すべてオーチャードグラスであっ

た｡乾物収量は2番章が高かったが,サイレージ

の消化率より算出したDCP及びTDN収量では,

いずれも1番草が高かった｡

供試飼料の一般成分,消化率及び養分含量は,

第7表に示すとおりである｡

2番草サイレージの粗蛋白質含量は乾物中約15

%とかなり高かったが,1番草サイレージは約21
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%と更に高 く,そのDCP含量 も2番草の9.8%に であった｡

対 し17%と著 しく高いものであった｡一方,TD 各サイレージの発酵品質は,第8表に示すとお

N含量は2番草の約58%に対 し1番草は76%であ りである｡

り, 1番草のTDN含量は濃厚飼料に近似 した値 pHは, 1番草の4.1に対 し2番草は4.6と高く,

第6表 生育期及び収量 (試験 Ⅰ-2)

刈 取
月 日

収 量 (10a当り)

生 草 乾 物 DCP
( t ) (t ) (kg)

TON

(kg)

1 番 草 6月6日 出穂始期 1.66 0.29 49 222

2 番 章 7月25日 伸 長 期 1.79 0.38 37 219

▲オーチャー ドグラス｡

第 7表 供試飼料の一般成分,消化率及び養分含量 (試験 Ⅰ-2)

ふィ菅_苦 言イ菅_ヲ 乾 草

一 般 成 分 (%)

水 分

粗 蛋 白 質●

粗 脂 肪●

N F E●

粗 繊 維●

粗 灰 分▲

消 化 率 (%)

乾 物

粗 蛋 白 質

粗 脂 肪

N F E

粗 繊 維

D C P (%)▲

T D N (%)●

5

4

8

7

1

0

2

1

6

7

6

00

8

2

3

2

0

3

6

6

4

0

4

5

9

7

4

0

7

6

7

7

6

7

00
1

7

●乾物中｡

9

9

9

6

5

1

7

4

5

7

2

9

7

1

3

3

2

6

7

0

2

8

7

00

5

1

2

6

9

7

5

6

5

5

6

5

料飼厚濃

3

2

3

8

2

5

1

9

2

8

3

6

1

4

3

0

00

2

4

2

2

6

5

6

0

6

1

5

5

5

5

5

5

6

5

第8表 サイレージの発酵品質 (言式験 I-2)

｡H 総 酸 乳 酸 野 撃 7*o詣
(原物中%)

1 番 草 4.08 2.92 1.52 0.92 0.31

2 番 草 2.04 0.82 0.68 0.07

0

6

5

2

4

3

2

8

3

2

7

8

1

1

6

1

9

6

6

8

0

0

1

0

4

6

0

5

0

8

8

8

8

6

1

8

酪 酸 % --"xlOO

0.17 8.4

0.47 12.7
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第 9表 飼料摂取量,乳量,乳組成及び体重

(試験 I-2)

1番草区 2番草区

飼料乾物摂取量 (kg/目)

サ イ レ ー ジ

乾 草

全粗飼料/体重100kg

濃 厚 飼 料

全飼料/体重100kg
TDN摂取量 (kg/目)

7

5

1

8

0

5
4

2

1

2

2

2

1

4

5

7

00
3

7

7

3

1

2

2

2

全 粗 飼 料 11,4A

全 飼 料 13.6A

(同上日本標準比)(%) (123)

E

r
^

0

.
0
01

00
0

1

=
伯1LU

DCP摂取量 (kg/日)

全 粗 飼 料 2,41A 1.281づ

全 飼 料 2,82A 1.66"

(同上日本標準比)(%) (226) (155)

乳 生 産 量 (kg/目)

実 乳 量 194a 15.8b

F C M 量 18.6a 14.gb

乳 組 成 (%)

脂 肪 3.70 3.60

無 脂 固 形 分 8.61 8.56

蛋 白 質 3.17 3.16

体 重 (kg) 662 670

異なる肩文字によって示される数値間に有意差あ

り｡大文字-P<0.01,小文字-P<0.050

また酪酸含量及び全窒素中に占めるアンモニア態

窒素の割合も2番章の方が高かった｡一方,乳酸

含量は,1番革の1.5%に対 し2番草は0.8%であ

り,2番草の乳酸含量は低かったが,両サイレー

ジとも特に低い品質のものではなかった｡

各処理区の搾乳牛による平均飼料摂取量,乳量,

乳組成及び体重は,第 9表に示すとおりである｡

サイレージ乾物摂取量では, 1番草が有意 (P

<0.05)に高く,また給与 した乾草は全量摂取さ

れ,これも含めた体重100kg当り全粗飼料乾物摂

取量においても1番草区が有意 (p<0.05)に高

かった｡更に,全粗飼料あるいは全飼料からのT

DN摂取量並びにDCP摂取量においても,1番章

区は2番草区に比 して有意 (P<0.01)に高かっ

た ｡

実乳量及びFCM量においても, 1番草区は 2

番草区に比 していずれも有意 (p<0,05)に高かっ

たが,乳組成では,いずれにおいても有意な差違

は認められなかった｡体重においても,両区間に

著 しい違いはみられなかった｡

考 察

本試験で, 1番草サイレージは,2番草サイレー

ジに比 してDCP,TDN含量が高 く,また,乾物

摂取量やTDN及びDCP摂取量が有意に高 く,乳

量においても明らかに 1番草区が高い結果が得ら

れた｡

2番草は1番草に比 して,特にTDN含量が低

いとする結果は,石栗56575g)や名久井 らgl)によっ

て指摘されており,また,チモシー 2番草のTD

N,DCP含量は,生育目数によって異なり,1番

草刈取り後の平均生育日数が27-63日間において,

乾物中TDN含量は52.9-65.1%,DCP含量 は51

-7.0%の範囲内にあったとする結果 も示 されて

いる17)｡更に,小倉 ･鳶野181)は,2年間にわたり,

オーチャー ドグラス及びチモシーを主とする牧草

サイレージについて,2番草の刈取時期を変えて

1番草の早刈と比較 した結果,1番草サイレージ

の乾物中TDN含量 は60.5-65.7%,DCP含量 は

9.0-10.1%の範BfI内にあり,一万,2番章サイ

レージでは,乾物中TDN含量が45.0-60.3%,D

CP含量は7.2-ll.4%の範囲内にあったとしてい

る｡また,TDN摂取量では1番草,2番草早刈,

2番草遅刈の順に高 く,DCP摂取量は2番草早

刈, l香草, 2番草遅刈の順であり,FCM量 は

l香草,2番草早刈,2番草遅刈の順に高い傾向

にあったとしている｡

これらの結果は,2番章のTDN含量は 1番草

の早刈に比 して高いものではなく･,刈取時期が遅

れるにしたがってその含量は低下すること,また,

搾乳牛による2番草サイレージの摂取量は高いも

のではなく,その多給により高乳量を生産 し得な

いことを示 している｡
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試験 Ⅰ-3 泌乳初期における出穂揃期サ

イレージに対する濃厚飼料の

添加給与と産乳

目 的

試験 Ⅰ-1において,出穂揃期に調製したチモ

シー主体牧草サイレージの養分含量は低く,また,

乳牛による摂取量や産乳量の低いことを明らかに

したが.一般に,このようなサイレージを主とし,

更に,これと類似 した乾草やエネルギー含量の高

いビートパルプを併給する粗飼料給与型態は多い｡

本試験では,このような飼料給与が,泌乳初期,

すなわち分娩から泌乳最高期に至る期間において,

養分の充足あるいは産乳上にどのような影響を及

ぼすかを,濃厚飼料給与量との関連で明らかにす

る｡

試 験 方 法

ホルスタイン種牛10頭を,分娩予定月日,年齢

及び前産次の泌乳記録により2頭 1組とし,濃厚

飼料をFCM量の 1/5給与する区 (以下少給区

とする)と1/3給与する区 (以下多給区とする)

に各組の 1頭を無作為に割当てた｡

試験は,各年とも分娩後14日目より開始 し,10

週間にわたって継続 した｡各年にチモシー主体章

を出穂揃期に刈取り,無予乾で調製したサイレ-

13

ジを自由に摂取させ,更に,出穂揃期に刈取った

チモシー主体 1番乾草を体重100kg当り1kg/日

とビ-トパルプを3kg/日給与 した｡濃厚飼料の

給与量は前週の乳量を基礎とし,毎週補正した｡

分娩前は,各牛に体重100kg当り0.5kg/日の濃厚

飼料と乾草を自由に摂取させた｡また,分娩後最

初の1週間は,各牛に濃厚飼料2kg/日,サイレー

ジ,乾草を体重100kg当りそれぞれ0.6,2kg/日

与え,2週目からは濃厚飼料を5kg/日,サイレー

ジを休垂100kg当り4kg/日に増量 し,更にビー

トパルプ3kg/日を水に十分浸清してから給与 し

た ｡

休垂の測定は2週間毎に2日連続 して行い,乳

試料は2週間毎に連続4回,朝夕の搾乳時に採取

した｡乳成分の分析及び試験牛の管理は,試験Ⅰ-

2と同様に行った｡また,統計分析はSNllIT)Il二C()Lt

の方法l】0)によった｡

なお,供試飼料の一般成分並びに日本標準飼料

成分表的)により算出した養分含量は,第10表に示

すとおりである｡また,濃厚飼料の配合割合は,

大麦25.0%,黄色 トウモロコシ20.0%,フスマ20.

0%,アマニ粕10.0%,大豆柏10.0%,脱脂米ヌ

カ6.0%,ビートパルプ5.0%,食塩2.0%,炭酸カ

ルシウム1.0%,第二りん酸カルシウム0.6%,プ

ロピオン酸ソーダ0.2%,ビタミンA･Dミックス

0.1%, ミネラルミックス0.1%であった｡

第10蓑 供試飼料の一般成分及び養分含量 (試験 Ⅰ-3)

サイレ-ジ 乾 草 ビートパルプ 濃 厚 飼 料

一 般 成 分 (%)

水 分

粗 蛋 白 質暮

粗 脂 肪'

N F E◆

粗 繊 維'

粗 灰 分●

D C P (%)I

T D N (%)'

■乾物中｡
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∩
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試 験 結 果

試験期間中における全粗飼料と濃厚飼料乾物摂

取量の推移は第 1図に,TDN摂取量 と日本飼養

標準g7)による要求量の推移は第 2図に,DCP摂

取量と要求量の推移は第 3図に,実乳量の推移は

第 4図に,体重の推移は第 5図に,また,全試験

期の平均値は第11表に,それぞれ示すとおりであ

る｡

全粗飼料からの乾物摂取量は,少拾区が全試験

期間にわたって多拾区より高く推移したoビート

第11蓑 飼料摂取量,乳量,乳組成及び体重

(試験 Ⅰ-3)

濃 厚 飼 料

少拾区 多拾区

飼料乾物摂取量 (kg/日)

サ イ レ ー ジ

乾 草

ビー トパ ルプ

全粗飼料/休垂100kg

濃 厚 飼 料

全飼料/体重100kg

TDN摂取量 (kg/日)

パルプは給与量の全量が摂取されたが,乾草は各

区とも,給与量の全量は摂取されず,若干多拾区

の方が多く摂取された0-万,サイレージの摂取

量は少給区の方が有意 (P<0.01)に高 く, これ

が両区間の全粗飼料摂取量の差となっている｡し

かし,濃厚飼料をも含めた休垂当りの全乾物摂取

重では,多給区が有意 (P<0.01)に高 くなって

いる｡TDN摂取量では,多拾区が泌乳開始後 5

週目まで要求量を摂取できず,6週以降に至って

要求量を上回ったoLかし,少拾区では全期間に

わたって摂取量は要求量に達しなかった｡一方,

DCP摂取量は,多給区が全期間にわたって摂取

量が要求量を上回ったが,少給区では全期間にわ

たって摂取量は要求量に達しなかった｡これを全

試験期の平均値でみた場合,TDN,DCP摂取量

は多給区が有意 (P<0.01)に高 く,要求量に対

6･8人 5･4日 するTDN及びDCPの摂取割合も多拾区がそれぞ

3･2 3･6 れ100,120%であったのに対し,少給区はそれぞ

2･6 2･6 れ92,97%であった｡

2･12 1･90 実乳量は,多拾区が少拾区に比 して全期間にわ

4･011 7･7′､ たって高く推移し,かつ,両区間の差は有意 (P

2･791～ 3･16∧ <0.05)であった｡試験期間中における各区の実

全 粗 飼 料 8.0

全 飼 料 (C) 11.0"

TDN要求量 (kg/Ej)(D)ll.9

C/D (%) 92

DCP摂取量 (kg/日)

全 粗 飼 料 0.73

全 飼 料 (E) 1.38"

DCP要求量 (k&/日)(F)1.42

E/F(%) 97

乳 生 産 量 (kg/日)

4

4

･
4

0

7

3

3

0

日

H
=

=

0.67

1.95

1.62

120

実 乳 量 23,9b 28.4a

F C M 量 22.5 26.7

乳 組 成 (%)

脂 肪 3.61 3.57

無 脂 固 形 分 9.15 9.01

蛋 白 質 3.21 3.10

休 重 (kg) 595 614

異なる肩文字によって示される数値間に有意差あ
り｡大文字-pく0.01,小文字-P<0.05｡

乳量の範囲は,多拾区が27.1-29.7kg/日,少拾

区が23.4-24.2kg/日であった｡

乳組成では,いずれの成分においても両区間に

有意な差違は得られなかった｡

各区の試験開始時における平均体重は,多拾区

602kg,少給区592kgであり,また試験終了時の体

重は,それぞれ620,598kgであり,その増加量は

多給区が18kg,少拾区が6kgであったが,有意な

差ではなかったo

考 察

濃厚飼料の給与量の増加により,サイレージの

摂取量は減少 したが,全乾物摂取量は増加する傾

向を示し,TDN及びDCP摂取量において,それ

ぞれ有意な増加が認められた｡この傾向は,BlM-

wNら16)やo t,sort-らJO2)も同様に指摘 しているとこ

ろである｡一方,TDN摂取量は,濃厚飼料をFC

M量の 1/3給与した区においても分娩後 6過ま

では要求量に達 しなかったが,泌乳開始後数週間
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は要求するエネルギーを摂取できないとすること

は,McCAト.ト､HF二t二andMⅢilil1,1,76)やRll:II)らLq')に

よっても認められている｡しかし,本試験の場合,

多給区における最高泌乳時の芙乳量は約30kgであ

り,決して高乳量ではなく,この時期に要求する

TDN量を充足し得なかったことについては,乳

牛の生理的な面より,むしろ,サイレージあるい

は乾草の乾物中TDN含量が約60%と高いもので

はなかったことが強く影響していると考えられる｡

また,両区間の乳量の差については,特に,TD

N摂取量の差違によるものと考えられる｡

これらの結果から,出穂揃期に刈取り,無予乾

で調製したチモシー主体サイレージを主とし,更

に,サイレージと類似した乾草を併用する粗飼料

構成では,エネルギー含量の高いビートパルプと

の併給でも,高泌乳時において,特にTDNの充

足が困難であり,高乳量を維持するためには多く

の濃厚飼料を必要とすることは明白である｡

試験 Ⅰ-4 泌乳初期における出穂始期サ

イレージ多給と産乳

目 的

取り,無予乾で調製したチモシー主体サイレージ

を自由摂取とし,更に,乾草及びビートパルプを

併給する粗飼料構成では,特に,TDN充足率が

低く,高泌乳時には多くの濃厚飼料を必要とする

ことを示した｡

本試験では,更に調製時期を早め,チモシー主

体草を出穂始期に刈り,高水分及び予乾サイレー

ジを調製し,その多給が,泌乳初期において,義

分の充足並びに乳生産上どのような価値を有する

かについて検討する｡

試 験 方 法

ホルスタイン種牛 6頭を,試験 Ⅰ-3同様に,

高水分サイレージを自由摂取させる区 (以下高水

分区とする)と予乾サイレージを自由摂取させる

区 (以f予乾区とする)に3頭ずつ割当てたo

試験は,試験 Ⅰ-3同様,各牛とも分娩後14日

目より開始し,10週間にわたって継続した｡供試

したサイレージは,チモシー (ホクレン改良種)

主休草を出穂始期に刈り,高水分サイレージは直

ちに,また,予乾サイレージは約 1日間の予乾後,

いずれも同様のコンクリート製塔型サイロに詰込

んで調製した｡

各区の飼料給与は,各サイレージを自由摂取さ

せたほか,チモシー主体の2番乾草 2kg/日と濃

厚飼料を乳量の1/5各牛に共通に給与した｡分

娩前は,各牛に濃厚飼料 1kg/日と乾草 2kg/日

を給与し,それぞれ日本飼養標準97)TDN要求量

の100%になるように各サイレージを給与 した.

また,分娩後最初の 1週間は濃厚飼料の給与量を

2kg/日とし,2週目からは5kg/日に増量 し,

サイレージ及び乾草は試験期と同様に給与した｡

供試飼料の消化試験,乳成分の分析並びに試験

牛の管理は,試験 Ⅰ-1と同様に,また,他の試

験方法は試験 Ⅰ-3と同様に行った｡濃厚飼料は

試験 Ⅰ-1と同一配合割合のものを用いた｡サイ

レージ原料草の植生割合は,チモシー42%,オー

チャードグラス10%,ラジノクローバ38%,その

他10%であった｡

なお,供試飼料の一般成分,消化率及び養分含

量を第12蓑に,各サイレージの発酵品質を第13表

に,それぞれ示した｡

試 験 結 果

試験期間中における全粗飼料と濃厚飼料乾物摂

取量の推移は第 6図に,TDN摂取量と日本飼養

標準97)による要求量の推移は第 7図に,DCP摂

取量と要求量の推移は第8図に,実乳量の推移は

第9図に,体重の推移は第10図に,また,全試験

期の平均値は第14表に,それぞれ示すとおりであ

る｡

本試験では,いずれにおいても両区間に有意差

は得られなかったが,全粗飼料からの乾物摂取量

は予乾区が全試験期にわたって高水分区より高く

推移した｡乾草は両区とも給与量の全量が摂取さ

れなかったが,両区間にほとんど差はなく,全粗

飼料摂取量の差はサイレージ摂取量の差である｡

また,濃厚飼料摂取量においても両区間に大差は
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第12蓑 供試飼料の一般成分,消化率及び養分含量 (試験 Ⅰ-4)
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第13表 サイヒ｢ジの発酵品質 (試験 Ⅰ 4)

総 酸 乳 酸 酢 酸

(原物中%)
io完 酪 酸 AK "xlOO

4.27 1.70 1.01 0.50 0.12 0.07 7.6

43 0.77 0.12 0.02 0.52 8.8
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第 9図 試験期間中における実乳量の推移
(試験 Ⅰ-4)

なく,体重当りの全乾物摂取量では予乾区が高い

傾向を示した｡TDN摂取量では,両区とも全試

験期にわたって要求量を上B]り, この傾向はDC

P摂取量においても同様に認められた｡また,乾

物摂取量の場合と同様,TDN,DCP摂取量は予

乾区が高い傾向を示 した｡

実乳量では,両区間に大きな違いはみられなかっ

たが,脂肪率において予乾区の 1頑がかなり高い

数値を示 したため,FCM量において予乾区が高

い傾向となった｡実乳量における各区の範囲は,

高水分区28.0%～29.2kg/日,予乾区27.8-30.1

kg/日であった｡各区の試験開始時の平均体重は,

高水分区610kg,予乾区642kg,試験終了時は,そ
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第10図 試験期間中における体重の推移

(試験 Ⅰ-4)

れぞれ,625,650kgであり,両区とも特に大きな

増減はみられなかった｡

考 察

試験 Ⅰ-3では,濃厚飼料を乳量の 1/ 5給与

した場合,TDNばかりでなくDCPにおいても全

試験期間要求量を充足できず,また,TDNでは,

濃厚飼料を乳量の 1/ 3給与した場合においても,

分娩後6週を経過するまで要求量を充足し得なかっ

た｡しかし,本試験では,泌乳量において試験Ⅰ-

3の多給区に比 していずれも低 くはなかったが,

両区とも,DCPのみならずTDNにおいても全試

験期にわたって要求量を充足した｡このことは,
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第14蓑 飼料摂取量,乳量,乳組成及び体重

(試験 Ⅰ-4)

高水分区 予乾区

飼料乾物摂取量 (kg/E])

サ イ レ ー ジ
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給与 したサイレージの乾物中TDN含量が74.3-

75.9%と極めて高かったことによるもので,試験

Ⅰ-3の少給区と本試験の高水分区の体重当り全

粗飼料乾物摂取量は全く同一でありながら,全粗

飼料からのTDN及びDCP摂取量は本試験の方が

高く,全飼料からのTDN摂取量では試験 Ⅰ-3

の多給区とほとんど差はみられないOまた試験Ⅰ-

3の多給区と本試験の予乾区を比較 した場合,体

重は若干異なるが,全飼料からのTDN摂取量に

おいて本試験の予乾区が明 らかに高 く,DCP摂

取量においても,むしろ高 くなっている｡

これらの結果は.出穂始期に調製 したチモシー

主体サイレージの養分含量はかなり高く,また,

乳牛による晴好性が高いため,DCPのみならずT

DN摂取量が増大し,高泌乳時においても濃厚飼

19

料の低減に役立つことを明瞭に示している｡

また,本試験では,予乾サイレージは約 1日間

の予乾後に調製したものであるが無予乾のサイレー

ジに比 してDCP,TDN含量においてほとんど差

違は認められなかった｡更に,予乾サイレージは

無予乾のものに比 してDCP,TDN摂取量の高い

傾向にあることから,予乾処理によるサイレージ

調製は,その多給により高乳量を生産するための

重要条件であると思考される｡

試験 Ⅰ-5 出穂始期サイレージ多給時に

おける濃厚飼料の添加給与と

産乳

目 的

試験 Ⅰ-4において,出穂始期調製のチモシー

主体予乾サイレージは,養分摂取量が高く,産乳

上価値の高いことを明らかにした｡

本試験では,このようなサイレージの多給時に

おいて,濃厚飼料の給与量の増加が,サイレージ

の摂取量や養分摂取量並びに乳生産にどのような

影響を及ぼすかについて検討する｡

試 験 方 法

供試 した牧草サイレージは,チモシー (ホクレ

ン改良種)主体草を出穂始期に刈り,約 1日間予

乾 した後フォーレ-ジ--ベスターにより切断

(切断長約 1cm)し,コンクリー ト製の塔型サイ

ロに詰込んで調製 したものである｡

搾乳牛による飼養試験は,最高泌乳期を経過 し

たホルスタイン種牛8頭を供試 し,濃厚飼料の給

与水準を乳量の 1/6 (以下少給区とする)と1

/3(以下多給区とする)の2水準とし,サイレー

ジを自由摂取させる2処理区について, 1期21日

間 (本試験期 7日間)の2×2ラテン方格法によ

り実施 した｡

サイレージの消化試験,乳成分の分析並びに試

験牛の管理は試験 ト-1と同様に行った｡また,

供試した濃厚飼料の配合割合も試験 Ⅰ-1と同様

のものである｡サイレージ原料草の植生割合は,

チモシー53%,ケンタッキーブルーグラス23%,
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第15蓑 供試飼料の一般成分,消化率及び養分含量

(試験Ⅰ-5)
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オーチャードグラス9%,ラジノクローバ15%で

あった｡

なお,供試飼料の一般成分,消化率及び養分含

量を第15表に,また,サイレージの発酵品質を第

16表に,それぞれ示 した｡

試験結果と考察

各処理区の搾乳牛による平均飼料摂取量,乳量,

乳組成及び体重は,第17表に示すとおりである｡

サイレージ乾物摂取量は,濃厚飼料少給区が

15.3kg/日,多給区が13.6kg/日と,その差は1,7

kg/日であり,有意ではなかったが濃厚飼料給与

量の増加により低下した｡この傾向は体重100kg

当りのサイレージ乾物摂取量においても同様にみ

られた｡濃厚飼料乾物摂取量は,少給区3.2kg/

日,多給区7.1kg/日であり,その差は3.9kg/日

であった｡その結果,体重100kg当りの全乾物摂

取量では.多給区が有意ではないが高い傾向を示

した｡また,濃厚飼料乾物摂取量 1kg/日の増加

に伴うサイレージ乾物摂取量の減少量は0.44kg/

第16蓑 サイレージの発酵品質 (試験 Ⅰ-5)

pH _空__竺_ 竺 _%_ (品 畏 ) _還 _ 酪 酸 当 だ ×100

5.50 0.99 083 0.11 0.01 0.03 10,0

日であった｡

TDN摂取量では,当然,サイレージからの摂

取量は少給区の方が高い傾向を示したが,全飼料

からは多給区の方が有意 (P<0.05)に高かった｡

この傾向はDCP摂取量においても同様にみられた｡

実乳量及びFCM量においても,多給区が有意

(P<0.05)な増加を示 した｡乳組成では,いずれ

においても両区間に有意な差違は認められなかっ

た｡また,体重においても両区間に著しい差違は

認められなかった｡

本試験で得られたこれらの結果は,試験 Ⅰ-3

の結果と同様の傾向である｡このことは,予乾処

理により低水分化を図った出穂始期刈取りのチモ

シー主体サイレージの多給時においても,濃厚飼

料の給与量の増加により,サイレージの摂取量は

減少するが,その減少量は濃厚飼料給与量の44%

であり,結果的に全で工)N,DCP摂取量は増加 し,

乳量の増加に結びっくことを示 している｡

小 括

牧草サイレージを高度に利用 し,高乳量を安定

的に生産するためには,原料草の栄養収量ととも

にサイレージの産乳価値の差違が明確に示されな

ければならない｡

本章では,チモシー主体草と一部オーチャード

グラス主休草について,窒素施肥量,生育期並び

に番草による栄養収量やサイレージの産乳価値の

差違を比較検討するとともに,サイレージ調製時
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第17蓑 飼料摂取量,乳量,乳組成及び体重

(試験 Ⅰ-5)

濃 厚 飼 料

少給区 多給区

飼料乾物摂取量 (kg/日)

サ イ レ ー ジ 15.3 13.6

サイレージ/体重100kg 2.29 2.01

濃 厚 飼 料 3.2R 7.1∧

全飼料/体重100kg 2.77 3.06

TDN摂取量 (kg/目)

サ イ レ ー ジ 10.4 9.2

全 飼 料 13.1b 15.1a

(同上日本標準比)(%) (112) (121)

DCP摂取量 (kg/日)

サ イ レ ー ジ 1.16 1.03

全 飼 料 1.52b 1.848

(同上日本標準比)(%) (116) (126)

乳 生 産 量 (kg/日)

実 乳 量 21.6b 24.4a

F C M 量 20.4b 22.7a

乳 組 成 (%)

脂 肪 3.61 3.54

無 脂 固 形 分 8.29 8.33

蛋 白 質 3,01 3.14

体 重 (kg) 669 676

異なる肩文字によって示される数値間に有意差あ
り｡大文字-P<0,01,小文字-Pく0.05｡
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の水分条件や濃厚飼料給与量が養分摂取量及び乳

生産に及ぼす影響について検討を行った｡

その結果,チモシー主体草地に対する窒素施肥

量の増加は,栄養収量を高めるばかりでなく,サ

イレージのDCP含量及びその摂取量を有意に高

め,牧草の早刈利用を可能とし,また,2番草サ

イレージは1番草サイレージに比 してその産乳価

値は低 く, 1番草サイレージにおいても,生育期

が出穂揃期に至ると養分含量ばかりではなく養分

摂取量が低下 し,高泌乳時には多くの濃厚飼料を

必要とすることが明らかにされた｡更に,出穂始

期サイレージは,養分含量ばかりでなくその摂取

量が高く,調製時に予乾処理を行うことにより,

養分摂取量及び産乳量が更に向上することが明ら

かにされるとともに,出穂始期予乾サイレージの

多給時においても,濃厚飼料の給与量の増加によ

り養分摂取量や産乳量の増加することが認められ,

チモシーを主とする牧草サイレージ多給により高

乳量を生産するためには,1番草の出穂始期での

刈取りと予乾処理によるサイレージ調製が重要条

件であることが明らかにされた｡
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II とうもろこしサイレージ多給による

搾乳牛の飼養

近年,とうもろこしの栽培法7u 7"a)並びに品種

改良72･89)上において著しい進展がみられ,北海道

においてもその栽培地域は拡大の方向を示 しっつ

ある｡

前章では,主として,チモシーを主体とする牧

草サイレージについてその産乳価値を明らかにし

たが,牧草サイレージととうもろこしサイレージ

のどちらを搾乳牛の粗飼料として選択するかにつ

いては,その地域の気象条件とも密接に関連 し,

特に,とうもろこしについてはその収量が安定し,

牧草栽培に比 して有利であることが重要条件であ

る｡また,その選択に当っては,牧草サイレージ

との産乳価値の差違が十分把握される必要がある

が,特に,チモシー主体牧草サイレージとの差違

についてはほとんど明らかにされていない｡更に,

とうもろこしサイレージについては,品種あるい

は熟期の面から養分摂取量や産乳量が明確にされ

なければならないが,この点については,必ずし

も明確にされていない｡

以上のことから,本章では,とうもろこしサイ

レ-ジの産乳価値を,品種や熟期並びにチモシー

を主体とする牧草サイレージとの比較で明らかに

するとともに,他の高栄養粗飼料との併給並びに

濃厚飼料給与量との関連で,産乳上におけるとう

もろこしサイレージの多給価値について検討を加

える目的で試験を行った｡

試験Ⅱ11 早生種と晩生種サイレージの

産乳価値

目 的

とうもろこしには多くの品種があり,それぞれ

収量や熟度が異なる｡早生種は収量が少ないが,

冷涼な地域においてもかなり登熟する｡一方,晩

生種は収量が多い反面,十分豊熟しない地域は多

い｡しかし,これらの品種間において,搾乳牛に

よる摂取量や産乳量の差違については明確にされ

ておらず,また,牧草サイレージとの差違につい

て比較検討 した報告も極めて乏しい｡

本試験では,早生種と晩生種とうもろこしにつ

いて同一条件で栽培,収穫並びにサイレージ調製

を行い,その産乳上の差違をみるとともに,これ

らが出穂始期刈取りのチモシーサイレージに比 し

てどのような価値を有するかについて検討する｡

試 験 方 法

火山灰質のチモシー草地及び圃場を使用したo

チモシー (北海道在来種)草地には, 5月22日に

10a当りN6kg,P2058kg,K206kgを施肥 した｡

一万,とうもろこしの圃場には,早生種として交

4号及び晩生種 と して ジャイア ンツを選定

し,5月23日に栽植密度をいずれも10a当り約4,

800本として播種 した｡基肥として10a当り堆肥

2.5tとNIOkg,P20515kg,K2010kgを施肥し, 7

月上旬にN2kgを追肥した｡

各サイレージの調製は次のようにして実施した｡

すなわち,チモシーを出穂始期 (6月24日)にフォ

ーレ-ジ--ベスター (切断長約 2-3m)によ

り収穫 し,無予乾のままビニール製のスタックサ

イロに詰込んだ｡一万,両とうもろこしは同一日

(9月14日)に収穫し,チモシーの場合と同様に

してサイレージ調製を行った.

供試飼料の消化試験は,去勢羊 3頑を用い,予

備試験期10日間,本試験期 7日間の全糞採取法に

より施行 した｡

搾乳牛による飼養試験は,最高泌乳期を経過 し

た9頭のホルスタイン種牛を用い, 1期21日間

(本試験期 7日間)の3×3ラテン方格法により

実施した｡各サイレージは自由に摂取させ,他に

チモシー主体 1番乾草を2kg/日,濃厚飼料 (市

販品)を乳量の 1/5給与した｡

乳成分の分析並びに試験牛の管理は,試験 Ⅰ-
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2と同様に行った｡

試 験 結 果

収穫時における生育期 (又は熟駒)及び収量は,

第18表に示すとおりである｡

草地における草種は,チモシー以外ほとんどみ

られなかった｡チモシーの生育期は出穂始期で,

とうもろこしは早生種が黄熱初期,晩生種は乳熟

初期であった｡生草収量はチモシーに比して両と

うもろこしが著しく高く,また,晩生種は早生種

に比して約40%の増収であった｡しかし,乾物収

量における両品種間の差は小さく,早生種に対す

る晩生種の増収は約10%に過ぎなかった｡

サイレージの消化試験により求めた数値から算

出した栄養収量では,DCPにおいて両とうもろ

こし間に差はなく,両とうもろこしはチモシーに

比して約50%の増収であった｡一方,TDN収量

では,早生種は晩生種に比して高く,また,チモ

シーに比 しても2倍以上の収量であった｡

なお.とうもろこしの全重量中に占める雌穂垂

の割合は,乾物量で,早生種,晩生種それぞれ

43,10%であり,晩生種は極めて雌穂の乏し.いも

のであった｡

供試飼料の一般成分,消化率及び養分含量は,

第19表に示すとおりである｡

各サイレージの差違をみると,水分含量は,早

生種の78%に対し晩生種は82%と高く,チモシー

は両者のほぼ中間であった｡粗蛋白質含量では,

両とうもろこし間にほとんど差はなかったが,チ

モシーは両とうもろこしに比して約3α-40%高かっ

23

た｡NFE含量は早生種が最 も高 く,一方,粗繊

維含量では晩生種及びチモシーの約34%に対し早

生種は約22%と最も低かった｡NFE及び粗繊維

含量にみられる両とうもろこし問の差違について

紘,熟期の相違が大きく影響していると考えられ

る｡

乾物中のDCP含量はチモシーが高 く,両とう

もろこしはチモシーに比して著しく低かった｡一

方,TDN含量は早生種とチモシーが約70%であっ

たが,晩生種は約61%に過ぎなかった｡

各サイレージの発酵品質は,第20表に示すとお

りである｡

pHは,各サイレージ間において大差はなく,

いずれも4.0以下であった｡乳酸含量は早生種が

やや高かったが,酢酸含量は各サイレージともほ

ぼ等しく,プロピオン酸及び酪酸はチモシーにお

いてわずかに認められただけで,両とうもろこし

には検出されなかった｡全窒素に対するアンモニ

ア態窒素の比率は各サイレージとも高いものでは

なく,品質的にはいずれも良質なものであった｡

各処理区の搾乳牛による平均飼料摂取量,乳量,

乳組成及び体重は,第21表に示すとおりである｡

サイレージ乾物摂取量は,早生種が最も高く,

つづいてチモシー,晩生種の順であり,晩生種は

他のサイレージに比して有意 (Pく0.01)に低かっ

た｡また,乾草はいずれも給与量の全量が摂取さ

れ,これも含めた体重100kg当りの全粗飼料乾物

摂取量でも晩生種区は他区に比 して有意 (Pく

0.01)に低かった｡この傾向はTDN摂取量にお

いても同様に認められた｡一方,DCP摂取量で

第18蓑 生育期 (又は熟期)及び収量 (試験Ⅱ-1)

刈 取 月 日
生 育 期

(又は熟期)

チ モ シ ー 6月24日 出穂始期

日41月9
種
しこ

生
的,つ

早
と

黄熱初期

欄

1

竺

量 (10a当り)

生 草 乾 物 DCP TON
(t) (t) (kg) (kg)

2.20 0,44 42 310

4.76 1.00 62 698

1.11 62 679
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第19蓑 供試飼料の一般成分,消化率及び養分含量 (試験Ⅱ-1)

サ イ レ ー ジ

チ モ シ ー

一 般 成 分 (%)

水 分

粗 蛋 白 質●

粗 脂 肪●

N F E●

粗 繊 維●

粗 灰 分●

消 化 率 (%)

乾 物

粗 蛋 白 質

粗 脂 肪

N F E

粗 繊 維

D C P (%)I

T D N (%)I

●乾物中｡
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0
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6
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6
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7
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6
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生
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晩
と

0
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7

0

1
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9
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7

00
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1
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3
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0

6

2

2

8

7

2

6
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1

6

5

6

6

6

6

乾 草 濃 厚 飼 料

7

7
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6

0
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1
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】
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第20表 サイレージの発酵HLJH質 (試験Ⅱ-1)

pH 総 酸 乳 酸

チ モ シ ー 3.84 2.12 1.85

早 生 種
とうもろこし

晩 生 種
とうもろこし

3.63 2.85 2.54

3.67 2.12 1.91

は.チモシー区が最 も高 く,つづいて早生種区,

晩生種区の順であり,各区間の差は極めて大きかっ

た (P<0.01)｡また,各区のTDN摂取量におけ

る日本標準比は,チモシー区120%,早生種区122

%.晩生種区100%であり,チモシー及び早生種

区は約20%要求量を上回った｡一方,DCP摂取

量は,それぞれ154,119,105%であり,特にチ

モシー区は著 しく要求量を上回ったo

実乳量では,チモシー区と早生種区間でほとん

ど差はみられなかったが,晩生種区においてかな

りの低下がみられた｡この傾向はFCM量におい

プ ロ ピ
オ ン 酸

0.25 0.01 0.01 7.3

0.31 0 0 5,8

0.21 0 0 5,0

ても同様であった｡乳組成では,脂肪,無脂固形

分率において各区間に有意な違いは認められなかっ

たが,蛋白質率では早生種区が地区に比 して有意

(p<0.05)に高かった｡

体重については晩生種区で若干の減少をみたが,

各区間に有意な違いは認められなかった｡

考 察

早生種のとうもろこしサイレージは,出穂始期

に調製 したチモシーサイレージに比 して乾物中の

DCP含量はかなり低いもののTDN含量がほぼ等
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第21蓑 飼料摂取量,乳量,乳組成及び体重 (試験Ⅱ-1)

チ モ シ ー 区
早 生 種 晩

とうもろこし区
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飼料乾物摂取量 (kg/日)

サ イ レ ー ジ

乾 草

全粗飼料/体重100kg

濃 厚 飼 料

全飼料/体重100kg

TDN摂取量 (kg/日)

全 粗 飼 料

全 飼 料

(同上日本標準比)(%)

DCP摂取量 (kg/日)

全 粗 飼 料

全 飼 料

(同上日本標準比)(%)
乳 生 産 量 (kg/日)

実 乳 量

F C M 量

乳 組 成 (%)

脂 肪

無 脂 固 形 分

蛋 白 質

体 重 (kg)

S
7

8

36

2
錦

2

1

2

3

2

1

1

1

-

1

.
7

20

0

2

1

:

:

同一十日

1.33へ

1.83人

(154)

18.9

17.8

3.63

8.68

3.21b

622

異なる肩文字によって示される数値間に有意差あり

人

9

2

7

8
4

3

0

3

1

2

3

3
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大文字･･･Pく001,小文字-Pく0.050

しく,乾物摂取量あるいは産字し量においてチモシー

サイレージより劣るものではなかったが,晩生種

のとうもろこしサイレージはTDN含量が低 く,

乾物摂取量及び産字し量においても早生種やチモシー

サイレージに比 してかなり低いものであった｡

とうもろこしの品種とTDN含量との関係につ

いて,名久井ら鮎)は,早,中,晩生種13品種,汁

40点について調べた結果,乾物中のTDN含量は

60.7-73.7%の範囲に分布したとしており,更に,

6年間にわたって早,中,晩生種について調べた

結果,乾物中のTDN含量は,それぞれ70.5,68.5.

63.8%であったことを指摘 している94)｡晩生種で

も乾物中TDN含量が69-70%を有するものもあ

るとする報告もある6｡が,この結果は,品種によっ

てTDN含量にかなりの差違のあることを明瞭に
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示している｡

早生種に比 して晩生種の乾物摂取量が極めて低

い結果が得られたことについては, BRYANrrらL7)

やH Tl.JMKF,Nら 42)は,熟期の進行とともにとうもろ

こしサイレージの乾物摂取量が増加することを示

しており,晩生種の熟期が乳熟初期であったこと

がその摂取量低下の主な原因であると推察されるO

以上のように,早生種は,晩生種に比 して生草

収量は著 しく低かったが,DCP収量では差がな

く,TDN収量では,むしろ高い傾向にあり,ま

た乳牛による摂取量あるいは産乳量においても,

TDN含量が70%程度の高水分チモシーサイレー

ジに比して低いものではなかった｡栄養収量につ

いては.とうもろこしの熟期や栽植密度とも関連

し,熟期が更に進行 した場合,特に晩生種におい
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て乾物収量の増大することは明らかであるが,早

生種においても,より密植を行うことにより栄養

収量が増大することは明らかである｡したがって,

晩生種の十分豊熟しない地域においては,豊熟の

早い早生系とうもろこしを選択栽培することが,

栄養収量上あるいは産乳上極めて重要であると思

考される｡

試壌II-2 熟期とサイレ-ジの産乳価値

試額Ⅲ-2-(1)乳熟後期と黄熟後期サイ

レージの比較

目 的

試験Ⅲ-1において,黄熟初期収穫の早生種と

うもろこしサイレージは,DCP摂取量は低いも

のの出穂始期刈取りの高水分チモシーサイレージ

に近似した産乳量を示すが,乳熟初期収穫の晩生

種とうもろこしサイレージは,TDN含量が低い

ばかりでなく,摂取量や産乳量においてかなり低

いことを示した｡

とうもろこしサイレージの産乳価値を明確にす

るためには,更に,熟期間の比較検討が必要であ

り,また,牧草サイレージとの差違を明らかにす

るためには生育期を異にする牧草サイレージとの

比較が必要である｡

本試験では,早生種とうもろこしを乳熟後期と

黄熟後期に収穫し,その産乳価値を出穂期及び開

花後期刈取りのチモシー主体サイレージとの比較

で検討する｡

試 験 方 法

草地は,火山灰質のチモシー (ホクレン改良種)

主体草地を使用した｡5月10日に10a当りN4kg,

P2058kg,K209kgを施肥した｡また,とうもろ

こしの栽培も火山灰質の圃場で行った｡供試品種

は早生種 (ワセホマレ)で.5月16日に栽植密度

を10a当り約5,700本として播種 した｡基肥とし

て堆 肥 を10a当 り 5 t, N7.8kg, P205

9.6kg,K207.8kg,MgO3kgを施肥し, 7月 5日

にN,P205,K･LO,NgOを,それぞれ3.9,4.8,3.

9,1.5kg追肥した｡

各サイレージの調製は,次のようにして実施 し

た｡すなわち,牧草は出穂期 (7月 3日)と開花

後期 (7月21日)に,それぞれフレール型フォー

レージ--ベスターにより刈取り,無予乾のまま

ビニール製のスタックサイロに詰込んだ｡一方,

とうもろこしは,乳熟後期 (8月22日)と黄熟後

期 (9月14日)にそれぞれコーンハーベスター

(切断長0.9m)により収穫し,牧草の場合と同様

にしてサイレージ調製を行った｡

搾乳牛についての飼養試験は,いずれも最高泌

乳期を経過した8頭のホルスタイン種牛を供試し,

1期21日 (本試験期 7日間)の4×4ラテン方格

法により実施した｡各サイレージは自由に摂取さ

せ,他にチモシー主体 2番乾草を各牛に2kg/目,

濃厚飼料を乳量の1/ 5給与した｡

供試飼料の消化試験及び試験牛の管理は,試験

Ⅰ-1と同様に行った｡また,供試した濃厚飼料

の配合割合も試験 Ⅰ-1と同一である｡

試 験 結 果

牧草及びとうもろこしの各収穫時における生育

期 (又は熟期)及び収量は,第22表に示すとおり

第22表 生育期 (又は熟期)及び収量 (試験Ⅱ-2-(1))

刈 取

月 日

生 育 期暮

(又は熟期)

牧 草

とうもろこし

収 量 (10a当り)
生 草 乾 物 DCP TDN
(t) (t) (kg) (kg)

7月 3日 出 穂 期 1.87 0.39 26 218

7月21日 開花後期 1.72 0.47 31 249

8月22日 乳熟後期 4.92 0.91 61 639

9月14日 黄熟後期 4.43 1.16 52 796

■オーチャードグラス｡
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であるO

草地における構成草種は,チモシーとラジノク

ローバで,チモシーの占める割合は出穂期で90%,

開花後期で89%であり大部分がチモシーであった｡

乾物収量は,生育期 (又は熟期)の進行によりい

ずれも増加 した｡また,サイレージの消化試験よ

り求めた数値により算出 したTDN収量 も,乾物

収量と同様の傾向を示 し,黄熟後期の乳熟後期に

対する増収割合は約25%,開花後期の出穂期に対

する増収割合は約14%であった｡一方,DCP収

重では,とうもろこしの場合,乳熟後期が黄熟後

期に比 して約17%の増収であったが,牧草の場合,

開花後期の方が約20%の増収であった｡

なお,各収穫時におけるとうもろこしの全重量

中に占める雌穂垂の割合は,乾物量で,乳熱後期

28%.黄熟後期53%であった｡

供試飼料の一般成分,消化率及び養分含量は,

第23表に示すとおりである｡

各サイレージについて,その差違をみると,水

分含量は,出穂期牧草が83.9%,乳熱後期とうも
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ろこしが82.1%で,いずれも早刈が極めて高かっ

たが,他はいずれも約75%程度であった｡乾物中

DCP含量は,黄熟後期 とうもろこしが4.5%と極

めて低いものであったが,他のサイレージ間には

大差なく,いずれも6.5.-6.7%の範囲内にあった｡

一方,TDN含量は,牧草の52.9-56.0%に対 しと

うもろこしは68.6-70.2%を示 し,とうもろこし

は牧草に比 して著 しく高い含量であった｡

各サイレージの発酵品質は,第24表に示すとお

りである｡

出穂期牧草サイレージはpH及び全窒素中に占

めるアンモニア態窒素の割合が著 しく高 く,乳酸

含量は極めて低かったが,開花後期では,pH及

びアンモニア態窒素はかなり低下し,乳酸含量は

増加 した｡一方,とうもろこしサイレージでは,

あまり熟期の影響はみられず,pHはいずれも3.6

であり,乳酸含量 も牧草サイレージに比して高く,

プロピオン酸及び酪酸は全 く検出されなかった｡

また.全窒素中に占めるアンモニア態窒素の割合

も低 く,いずれも6.9-8.7%の範Bfl内にあった.

第23蓑 供試飼料の一般成分,消化率及び養分含量 (試験Ⅱ-2-(1))

牧草サイレージ

出 穂
期

とうもろこしサイレージ
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生 育 期

(又は熟期)
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第24蓑 サイレージの発酵品質 (試験I1-2-(1))

(原物中%)
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第25蓑 飼料摂取量,乳量,乳組成及び体重 (試験Ⅲ

牧 草

開 花 後
期 区

し

叫黄
期

飼料乾物摂取量 (kg/′日)

サ イ レ ー ジ

乾 草
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濃 厚 飼 料
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異なる肩文字によって示される数値間に有意差あり｡大文字=･P<0.01,小文字-P<0050
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各処理区の搾乳牛による平均飼料摂取量,乳量,

乳組成及び体重は,第25表に示すとおりである｡

サイレージ乾物摂取量は,黄熟後期とうもろこ

しが最も高く,つづいて乳熟後期とうもろこしで

あり,両牧草はかなり低く,両とうもろこし問並

びに両とうもろこしと両牧草問に,それぞれ有意

差 (P<0.05)が認められた｡給与 した乾草は全

量摂取され,これも含めた体重100kg当り全粗飼

料乾物摂取量においても,サイレージ乾物摂取量

の場合と同様の傾向がみられたが,両とうもろこ

し間には有意差が得 られなかった｡TDN摂取量

では,いずれも黄熟後期とうもろこし区が他の3

区に比 して,また,乳熟後期とうもろこし区は両

牧草区に比 して,それぞれ有意 (P<0.05)に高

かった｡しかし,両牧草区間には大きな差違はみ

られなかった｡一方,DCP摂取量では,乳熟後

期とうもろこし区が最も高く,他の3区との問に

有意差 (P<0.01)が認められたが,乳熟後期 と

うもろこし区以外の3区間には,特に著 しい違い

はみられなかった｡

なお,各区のTDN摂取量における日本標準比

は,とうもろこし区が104-110%であったが,牧

草区はいずれも84%であり,牧草区は標準を著 し

く下回った｡一万,DCP摂取量では,牧草区が9

3-94%,乳熟後期とうもろこし区が99%であっ

たのに対 し,黄熟後期とうもろこし区は83%であ

り,黄熟後期とうもろこし区はかなり標準を下回っ

た｡

実乳量は,TDN摂取量と同様の傾向であった

が,いずれの区間にも続汁的有意差は得られなかっ

た｡一方,FCM量においても実乳量 と同様の傾

向が認められたが,黄熟後期とうもろこし区と両

牧草区間,また,乳熟後期とうもろこし区と開花

後期牧草区間に,それぞれ有意差 (P<0.05)が

得られた｡

乳組成では,いずれにおいても,とうもろこし

区は牧草区に比 して高い傾向がみられた｡すなわ

ち,脂肪率では,黄熟後期とうもろこし区は両牧

草区に比 し,乳熟後期とうもろこし区は開花後期

牧草区に比 して,それぞれ有意 (Pく0.05)に高

く,また無脂固形分率では両とうもろこし区と出
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穂期牧草区間に,蛋白質率では両とうもろこし区

と両牧草区間に,及び両牧草区間に,それぞれ有

意差 (P<0,05)が得られた｡

体重については,各区間に特に著 しい違いはみ

られなかった｡

考 察

とうもろこしサイレージの乾物中DCP含量は

黄熱後期に至って著 しく低下 し,またTDN含量

も若干低下する傾向がみられたが,DCP含量に

みられる変化は,とうもろこしサイレージの特徴

的傾向である1 5B t")｡また,TDN含量について

は,過熱期において低下する場合 もみられる90)

が,熟期によるその変化幅は大きくないことが指

摘されているl S") ｡一万,牧草サイレージの一

般成分あるいは養分含量に対する生育期の影響は,

試験 I-1あるいは和泉ら65)が示す傾向と比較 し

て顕著ではなかった｡すなわち,粗蛋白質含量で

は両者間に大差はみられず,その消化率も開花後

期に至って特に低下をみなかったため,DCP含

量における両者間の差は,極めてわずかであった｡

また粗繊維含量では開花後期でむしろ減少 してお

り,出穂期のTDN含量 もその生育期からみて低

い｡このような結果が得られた原因については,

当年,気温が極めて高く推移 しており,このこと

が牧草の生育を早め,特に出穂期における粗蛋白

質含量の減少と粗繊維含量の増加並びに消化率の

低下に結びっいたのではないかと推測される｡ま

た,粗繊維含量が開花後期で若干低いことについ

ては,原料草でほとんど差がない場合でもサイレー

ジ化により差の生ずることが試験 Ⅰ-1あるいは

和泉ら65-によって示されており,発酵という条

件もカロわり,このような結果が生 じたものと考え

られる｡

サイレージ乾物摂取量では,黄熟後期とうもろ

こしが最も高く,つづいて乳熟後期とうもろこし

であり,両牧草はとうもろこしに比 してかなり低

い結果が得られたが,熟期が進行するにつれてと

うもろこしサイレージの乾物摂取量は増加する傾

向にあり42,48.75･90),試験Ⅱ-1でも,乳熟初期収

穫の晩生種とうもろこしサイレージに比し,黄熟
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初期収穫の早生種とうもろこしサイレージは乾物

摂取量において高い結果が得られているcLかし,

熟度の不十分な乳熱後期とうもろこしサイレージ

が.TDN摂取量ばかりでなくDCP摂取量におい

ても両牧草に比 して有意に高い結果が得られたこ

とについては,チモシー主体サイレージの生育期

が進行 した場合,乳熟後期とうもろこしサイレー

ジよりも養分摂取量が低くなることを示している｡

乳量では,黄熟後期とうもろこし区が最も高く,

つづいて乳熱後期とうもろこし区,出穂期牧草区,

開花後期牧草区の順であったが, この傾向はTD

N摂取量と同様の傾向であり,各区間の乳量の差

は,主としてTDN摂取量の差によるものと考え

られる｡

また,乳組成では,とうもろこし区において.

特に熟期の影響はなく,牧草区でも蛋白質以外の

成分で生育期による有意な影響は認められなかっ

たが,いずれの成分においても,とうもろこし区

は牧草区に比 して高い傾向が認められた｡Huln･1.lt

ら仙'やM L川XらJ'5｣は,とうもろこしサイレージ

の熟期によって乳組成に影響は生じないとしてお

ても得られている0 - 万,とうもろこしサイレー

ジと牧草サイレージ間の乳組成の相違については,

言式験Ⅱ-1において,早生種とうもろこしは牧草

に比して蛋白質率の高い結果を得ているが,脂肪

率では必ずしもこの傾向は得られていない｡M() ＼ -

rL(;()＼1ト:ril′ら81)は.とうもろこしサイレージとア

ルファルファーオーチャー ドグラスサイレージ問

において,脂肪率に有意な違いがみられなかった

ことを指摘 している｡とうもろこしサイレージと

牧草サイレージ問の乳組成の差違については,Ⅲ

章においても比較検討を行っているが,各成分に

ついての結果は一定でない｡乳成分の変化につい

ては多くの要因が指摘されており朗 7日 一9 Lコ｡ 12L･123)

これらの要因が複雑に交差 し,それぞれ異なった

結果が生じるものと思考される｡

以上のように,早生種とうもろこしを乳熟後期

と黄熟後期に収穫 しサイレージ調製を行い,出穂

期及び開花後期刈取りのチモシー主体サイレージ

をも含め比較 してみると,黄熱後期とうもろこし

サイレージは,乾物収吊やTDN収量並びにその

摂取量において乳熟後期を と回り,DCP摂取量

上において問題はあるものの,その産乳上の価値

は高いと考えられる｡また,乳熱後期収穫のとう

もろこしサイレージも,開花後期ばかりでなく出

穂期刈取りのチモシー主体高水分サイレージに比

して,その産乳上の価値は高いと判断される｡

試験 I1-2-(2) 黄熟中期と成熟期サイレ

ージの比較

目 的

前試験 (試験Ⅲ-2 (1))において,黄熟後期

収穫のとうもろこしサイレージは,乳熟後期収穫

のとうもろこしサイレージあるいは出穂期や開花

後期刈取りのチモシー主体高水分サイレージに比

して乾物及びTDN摂取量が有意に高 く,その乳

生産上の価値が高いことを示した0

本試験では,黄熟後期前後の熟期,すなわち,

黄熱中期及び成熟期に収穫 したとうもろこしサイ

レージについて,その産乳価値の差違を比較検討

し,とうもろこしサイレージ多給による搾乳牛の

飼養上におけるとうもろこしの収穫適期を明らか

にする｡〕

試 験 方 法

とうもろこしの栽培は,火山灰質の圃場で行っ

たo用いた品種は早生種 (交4口,1)で,栽植密度

を10a当り約8,000本をめどとして 5月15日に播

種 した｡施肥量は,基肥として10a当り堆肥2.5

t,NIOkg.P20515kg,K2010kgを施肥 し, 7月

上旬にN2kgを追肥した｡

サイレージの調製は,黄熟中期 (9月14日)と

成熟期 (9月28日)に,それぞれ刈り,カッター

で2-3cmに切断した後,直ちにどこ-ル製スタッ

クサイロに詰込んで行った｡

供試飼料の消化試験は,去勢羊8頭を用い,予

備試験期10日間,本試験期 7日間の全糞採取法に

より施行したD

搾乳牛による飼養試験は,最高泌乳期を経過 し

た12頭のホルスタイン種牛を用い,1期21日間
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(本言式験期 7日間)の2×2ラテン方格法により

実施 した｡各サイレージは自由摂取とし,他にオー

チャードグラス主休 1番乾草を2kg/日と濃厚飼

料 (市販品)をFCM量の 1/6給与 した｡

乳成分の分析及び試験牛の管理は,言式験 Ⅰ--2

と同様に行った｡.

試験結果及び考察

収穫時における熱期及び収量は,第26表に示す

とおりである｡

生草収量は,成熟期に至って減少 したが,乾物

収量は成熟期の方が約13%高 く,また,サイレー

ジの消化率より算出したDCP収皐では成熟期で

若干減少 したが,TDN収量では約11%の増収で

あった｡
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供試飼料の一般成分,消化率及び養分含量は,

第27表に示すとおりである｡

水分含量及び乾物中の粗蛋白質含量は,成熟期

に至って減少 した｡また,消化率でも粗脂肪を除

く各成分において成熟期が若干低い傾向を示 し,

DCP及びTDN含量でも成熟期の方が低い傾向で

あった｡

各サイレージの発酵品質は,第28表に示すとお

りである｡

pH,酸組成並びに全窒素中に占めるアンモニ

ア態窒素の割合において,両者間にほとんど差違

は認められず,いずれも良品質のものであった｡

各処理区の搾乳牛による平均飼料摂取量,乳量,

乳組成及び体重は,第29表に示すとおりである｡

サイレージ乾物摂取量では,成熟期の方が1.1

第26蓑 熟期及び収量 (試験Ⅱ-2-(2り

収 量 (10a当り)

刈 取 月 日 熟 期 生 章 乾 物 DCP
(t) (t) (kg)

9月14円 黄 熟 中 期 4.55 日0 67

9月28円 成 熟 期 3.77 1.24 64

第27蓑 供試飼料の一般成分,消化率及び養分含量 (試験Ⅱ 2-(2))

サ イ レ 二 _ジ

黄熟中期 成 熟 期
乾 草
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第28表 サイレージの発酵品質 (試験Ⅱ一一2-(2))

熟 期 pH 総 酸 乳 酸

黄 熟 中 期 3.86 2.60 2.17

成 熟 期 3.85 2.91 2.40

第29蓑 飼料摂取量,乳量,乳組成及び体重

(試験Ⅲ-2-(2))

黄熟中期区 成熟期区

飼料乾物摂取量(kg/日)

サ イ レ ー ジ

乾 草

全粗飼料/体重100kg

濃 厚 飼 料

全飼料/体重100kg

TDN摂取量 (k㌢/日)

2

.
8

41

.
6

80

14

1

2
.
2

2

全 粗 飼 料 10.6

全 飼 料 12.6

(同上日本標準比)(%) (120)

DCP摂取量 (也//目)

3

.
8

58

.
6

98

15

1

2
.
2

2

p
nu

1

2

7

日

13

12ノー一㌧

全 粗 飼 料 0.96 0.89

全 飼 料 1.36 1.29

(同上日本標準比)(%) (117) (112)

乳 生 産 量 (kg/日)

実 乳 量 17.9

F C M 量 16.9

乳 組 成 (%)

6

5

7

6

1

1

脂 肪 3.62 3.60

無 脂 固 形 分 8.79 8.90

蛋 白 質 3.46 3.34

体 重 (kg) 665 662

kg/日高 く,また乾草をも含めた体重100kg当り

全粗飼料乾物摂取量あるいは全飼料乾物摂取量に

おいても成熟期区が高い傾向であったが,有意な

差ではなかった｡TDN摂取量でも成熟期区が高

い傾向であったが,DCP摂取量では黄熟中期区

が高い傾向を示 した｡しかし,いずれも有意な差

ではなかった｡

酢 酸

(原物中%)

0.43 0 0 7.5

0.51 0 0 7.3

実乳量及びFCM量では,両区間にほとんど差

違はなく,また,乳組成でも,いずれにおいても

有意な違いはみられなかった｡この傾向は,体重

においても同様にみられた｡

以上のように,黄熟中期及び成熟期収穫のとう

もろこし問において,成熟期では,DCP収量が

やや劣るが,乾物及びTDN収量では優っている｡

また,サイレージの発酵品質では両者間にほとん

ど差違はなく,乾物あるいはTDN摂取量におい

て成熟期が高い傾向にある｡とうもろこしの熟期

が更に進行し,過熱期に至ると,黄熟後期に比 L

DCP収量ばかりでなくTDN収量も低下し,更に,

サイレージのDCP,TDN含量並びに乳牛による

乾物摂取量の低下することが指摘されているgU) ｡

これらの結果及び前試験 (試験Ⅱ-2-(1))の結

果をも含めて考察すると,とうもろこしは黄熱中

期以降,特に黄熟後期～成熟期においてサイレー

ジ調製を実施することが,栄養収量並びに産乳上

重要であると思考される｡

試襲IIl3 サイレージ多給時におけるビ

ー トパルプ及び飼料用ビー ト

の併給効果

目 的

ビートパルプ及び飼料用ビートは,搾乳牛の飼

料として広く利用されており.また,牧草サイレー

ジに対するその併給効果については種々検討がな

されている22･239556)が,とうもろこしサイレージ

多給時におけるその併給効果については,まだ明

らかにされていない｡

本試験では,乳牛による摂取量の極めて高い成

熟期収穫のとうもろこしサイレージの多給時にお

いて,これらの高栄養粗飼料の併給が,養分摂取
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量あるいは産乳上どのような影響を及ぼすかにつ

いて検討する｡

試 験 方 法

搾乳牛による飼養試験は,最高泌乳期を経過 し

た8頑のホルスタイン種牛を供試し,サイレージ

(以下サイレージ区とする),サイレージ+ビート

パルプ (以下パルプ区とする),サイレージ+飼

料用ビート (以下ビート区とする),サイレージ

+ビートパルプ+飼料用ビート(以下パルプ+ビー

ト区とする)の4処理区について, 1期21日間

(本試験期 7日間)の4×4ラテン方格法により

実施した｡供試 したとうもろこしサイレージは試

験Ⅱ-2-(2)で用いた成熟期収穫のサイレージと

同一のもので,全牛に自由摂取させたOビートパ

ルプ及び飼料用ビートの 1日当り給与量は,いず

れも乾物量で2.2kgとした｡

ビートパルプは乾燥 したものを用いたが,水に

十分浸潰 してから給与した｡一方,飼料用ビート

は茎葉を除去 したものを用い,カッターにより約

1m程度に輪切にしてから給与した｡他に,チモ

シー主体 1番乾草を2kg/口と濃厚飼料を乳量の

1/6各牛に共通に給与 した｡

飼料用ビートの消化試験は,去勢羊3頭を用い,

予備試験期10日,本試験期 7日間の全糞採取法に

より行いDCP,TDN含量を求めた. ビー トパル

プのDCP,TDN含量については日本標準飼料成

分表淵)により算出したo乾草及び濃厚飼料は試
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験Ⅱ-2-(2)と同一のものを用いた｡乳成分の分

析及び試験牛の管理は,試験 Ⅰ-2と同様に行っ

た ｡

なお,供試飼料の一般成分及び養分含量を,第

30表に示した｡

試験結果及び考察

各処理区の搾乳牛による平均飼料摂取邑 乳量,

乳組成及び体重は,第31表に示すとおりである｡

サイレージ乾物摂取量は,サイレージ区が最も

高く,つづいてビート区,パルプ区,パルプ+ビー

ト区の順であり,パルプ区とビート区間に統計的

有意差は得 られなかったが,他のすべての処理区

問に有意差 (p<0.01)が認められた｡給与 した

ビートパルプ,飼料用ビート並びに乾草は,いず

れも給与量の全量が摂取され,これらも含めた体

重100kg当り全粗飼料乾物摂取量 は, 各区とも

2.53-2,60kg/日の範囲内にあり,ほとんど違い

はなかった｡また,濃厚飼料 も含めた体重100kg

当り全乾物摂取量は,各区とも3.04-3.09kg/日

の範囲内にとどまり,特に著 しい差違は認められ

なかった｡TDN摂取量では,全粗飼料及び全飼

料いずれにおいても,ビートパルプや飼料用 ビー

ト並びに両者の併給により,若干増加する傾向が

認められたが,各区間に統計的有意差はみられな

かった｡また,DCP摂取量において, ビー ト区

及びパルプ+ビート区がやや高い傾向を示したが,

有意ではなかった｡

巨及び養分含量 (試験Ⅲ-3)
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第31蓑 飼料摂取量,乳量,乳組成及び休垂 (試験Ⅱ-3)

サイ レー ジ区

飼料乾物摂取量 (kg/日)

サ イ レ ー ジ 14.6∧

ビー トパ ルプ

飼料用 ビー ト

乾 草 1.8

全粗飼料/体重100kg 2.55

濃 厚 飼 料 3.2

全飼料/休垂100kg 3.05

TDN摂取量 (kg/日)

全 粗 飼 料 10,8

全 飼 料 13.3

(同上日本標準比)(%) (115)

DCP摂取量 (k&/目)

全 粗 飼 料 0.85

全 飼 料 1.35

(同上日本標準比)(%) (102)

乳 生 産 量 (kg/日)

実 乳 量 20.6

F C M 量 20.2

乳 組 成 (%)

脂 肪 3.86

無 脂 固 形 分 8.59

蛋 白 質 3.28

垂 (kg) 642

サ イ レー ジ サ イ レ ー ジ

+ 十

ビートパルプ区 飼料用ビート区

12A 13 12.8R

2.2

異なる肩文字によって示される数値間に有意差 (P<0.01)

用ビートの給与により,牧草サイレージの摂取量

は減少したが,デンプン価及び全乾物摂取量は有

意に増加 したことを報告 しており,西埜 ら9596)

も,同様の結果を指摘 している｡本試験において

ら,ビー トパルプ及び飼料用 ビ ートの給与により,

とうもろこしサイレージの摂取量は有意な減少を

示したが,その減少量はビートパルプ及び飼料用

ビートの摂取量にほぼ等しく,全乾物摂取量にお

いて,各区間にほとんど違いは認められなかった｡

このことは,給与するサイレージの種類によって,

ビートパルプあるいは飼料用ビートの全乾物摂取量

に及ぼす影響は異なることを示すものと思われる｡

実乳量では,サイレージ区がもっとも低く,ビー
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ト区,パルプ区,パルプ十ビート区の順に増加す

る傾向が認められたが,いずれの区間にも有意差

は得られなかった｡FCM量でも, ビー トパルプ

及び飼料用ビートの給与により上昇する傾向が認

められたが,実乳量の場合と同様,各区間に有意

差はみられなかった｡乳組成では,それぞれ各区

間に若干の差違がみられたが,いずれの区間にも

有意差は得られなかった｡また,体重においても,

各区間に顕著な差違はみられなかった｡

以上のように,ビートパルプや飼料用ビートあ

るいは両者を同時に併給することにより,養分摂

取量及び乳量の増加する傾向がみられたが,特に

著 しい増加ではなかった｡これらのことから,成
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熟期に収穫 した乾物含量の高いとうもろこしサイ

レージの多給時において,ビートパルプや飼料用

ビートを併給 しても高い産乳効果は得られないも

のと思考される｡

試験Ⅱ-4 泌乳初期における黄熟後期サ

イレージに対する濃厚飼料の

添加給与と産乳

目 的

前試験まで,黄熟後期～成熟期にまで豊熟した

とうもろこしは,乾物及びTDN収量が高 く,ま

た,サイレージとしての搾乳牛による摂取量も極

めて高いことを示 した｡ しか し,TDN摂取量に

比 してDCP摂取量の乏しい面もうかがわれる｡

本試験では,泌乳初期,すなわち分娩後の泌乳

開始から泌乳最高期に至る期間において,黄熱後

期収穫のとうもろこしサイレージの多給が養分摂

取量及び産乳量に及ぼす影響を,濃厚飼料給与量

との関連で検討する｡

試 験 方 法

ホルスタイン種牛10頭を分娩予定月日,年齢及

び前産次の泌乳記録により2頭 1組とし,濃厚飼
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料をFCM量の 1/5給与する区 (以下少給区と

する)と1/3給与する区 (以下多給区とする)

に各組の1頑を無作為に割当てた｡

試験は,各牛とも分娩後14日目より開始し,10

週間にわたって継続した｡各牛に,黄熟後期収穫

の早生種 (交4号)とうもろこしサイレージを自

由に摂取させ,更にチモシー主体 1番乾草を2kg

/日給与した｡濃厚飼料 (市販品)の給与量は前

週の乳量を基礎とし,毎週補正 した｡

分娩前は,各牛に体重100kg当り0.5kg/日の濃

厚飼料と乾草を自由に摂取させた｡また,分娩後

最初の1週は,濃厚飼料及び乾草をいずれも2kg

/日と,とうもろこしサイレージを体重100kg当

り3kg/日与え,2週目からは濃厚飼料を5kg/

日に,とうもろこしサイレージは体重1(刀kg当り

6kg/日に,それぞれ増量 した｡

各飼料の消化言式験は,去勢羊 3頭を用い予備試

験期10日間,本試験期 7日間の全糞採取法により

実施した｡

乳成分の分析及び試験牛の管理は,試験 Ⅰ-2

と同様に行い,その他の試験方法は,試験 Ⅰ-3

と同様に行った｡

なお,供試飼料の一般成分,消化率及び養分含

量は,第32表に示すとおりである｡

第32表 供試飼料の一般成分,消化率及び養分含量 (試験Ⅲ-4)
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試 験 結 果

試験期間中における全粗飼料と濃厚飼料乾物摂

取量の推移は第11区lに,TDN摂取量と日本飼養

標準gnによる要求量の推移は第12図に,DCP摂

取量と要求量の推移は第13図に,実乳量の推移は

第14図に,体重の推移は第15図に,また,全試験

期間の平均値は第33蓑に,それぞれ示すとおりで

ある｡

全粗飼料からの乾物摂取量は,有意ではないが

少給区は多拾区より高く推移 した｡給与 した乾草

はいずれも全量摂取されたので,全粗飼料摂取量

第33蓑 飼料摂取量,乳量,乳組成及び体重

(試験Ⅱ-4)

濃 厚 飼 料

少拾区 多拾区

飼料乾物摂取量 (kg/日)

サ イ レ ー ジ

乾 草

全粗飼料//体重100kg

濃 厚 飼 料

全飼料/体重100kg

7

∧

8

5

8

1

4

3

1

1

2

7

3

1

7

日

4

0

8

3

2

0

3

1

2

4

3

1

TDN摂取量 (kg/日)

全 粗 飼 料 10.0

全 飼 料 (C) 13.3ト

TDN要求量 (kg/日)(D)12.5

C/D(%) 106

DCP摂取量 (kg/日)

全 粗 飼 料 0.68

全 飼 料 (E) 1.34

DCP要求量 (kg/臼)(F) 1.47

E/F(%) 91

乳 生 産 量 (kg/日)

実 乳 量 24.5

F C M 量 23,5

0

8

.
0

14

9

4

3

1

1

1

の差はサイレージ摂取量の差である｡一方,濃厚

飼料乾物摂取量は,多給区が少給区に比 して3.2

kg/日多く摂取 し (P<0.01),体重100kg当り全

乾物摂取量でも多給区が0.34kg/目多く摂取 した

が有意な差ではなかった｡この場合,濃厚飼料乾

物摂取量 1kg/日の増加によるサイレージ乾物摂

取量の減少量は,0.47kg/日である｡

TDN摂取量では,多拾区が少給区に比 して全

試験期にわたって高く推移 した｡両区とも,全試

験期を通 して摂取量は要求量を上回っており,特

に多拾区において摂取量と要求量の差は顕著であっ

た｡また,少給区における摂取量も全試験期にわ

たって多拾区の要求量をも上回った｡一方,DC

P摂取量では,TDNの場合と同様全試験期を通 し

て多拾区は少給区より高く推移 した｡また,多拾

区では全試験期を通 して摂取量は要求量を上回っ

たが,少拾区ではいずれの週においても摂取量は

要求量に達 しなかった｡これらを全試験期の平均

値でみた場合,全飼料からのTDN摂取量では多

給区が有意 (P<0.05)に高く,また,要求量に

対する摂取割合は少拾区106%,多給区114%であっ

た｡DCP摂取量においても,TDN同様,多給区

が有意 (P<0.01)に高く,要求量に対する摂取

割合は少給区91%,多拾区115%であった｡

なお,全粗飼料からのTDN,DCP摂取量は,

いずれも少給区が高い傾向であったが,有意な差

ではなかった｡

0.61 実乳量では,多給区が少給区に比 して全試験期

1.78人 にわたって高く推移 したが,両区間の差は有意な

1.55 差ではなかった｡試験期間中における両区の実乳

115 量の範囲は,少給区が22.9-25.4kg/目,多給区

が25.3-26,8kg/日であった｡

2

5

6

5

2

2

乳 組 成 (%)

脂 肪 372 3.75

無 脂 固 形 分 8.82 8.89

蛋 白 質 3,02 3.13

体 重 (kg) 625 612

異なる肩文字によって示される数値間に有意差あ
り｡大文字･,･P<0.01,小文字-P<0.05D

乳組成においては,いずれも両区間に有意な違

いは認められなかった｡

両区の試験開始時の平均休垂は,少拾区618kg,

多拾区595kg,終了時体重はそれぞれ625,613kg

であり,開始時に対する両区の増加量はそれぞれ

7,18kgであったが有意な差ではなかった｡

考 案

濃厚飼料給与量の増加により,サイレージの摂
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取量は減少したが,全乾物摂取量の増加する傾向

がみられ,全飼料からのTDN及びDCP摂取量に

おいて有意な増加が認められた｡これらの結果は,

出穂揃期刈取りのチモシー主体サイレージを多給

する粗飼料構成において,本試験と同一試験期間

及び同一濃厚飼料給与水準について得た試験 Ⅰ-

3の結果と同様の傾向である｡ただし,全粗飼料

あるいは全飼料からのTDN摂取量は本試験の方

が高く,両処理区間の全Tt)N摂取量の差 も縮小

している｡また,出穂始期刈取りの高水分及び予

乾牧草サイレージについて得た試験 Ⅰ-4の結果

に比して,全粗飼料からのTDN摂取量は予乾サ

イレージより低いが,高水分サイレージに近似し

ている｡しかし,全DCP摂取量では,これらの

牧草サイレージに比して著しく低くなっている｡

更に,全試験期を通 しての全TDN摂取量では,

濃厚飼料の給与水準に関係なく,いずれも日本飼

養標準97-の要求量を上回った0-万,DCPでは,

濃厚飼料の多給区が全試験期を通して過剰摂取で

あったが,少拾区では全期間要求量に達せず,辛

均値で要求量の91%の摂取量であった｡

これらの結果は,黄熟後期まで登熟した早生と

うもろこしサイレージは,TDN含量が高く,拷

乳牛によく摂取されるものであり,TDNの充足

上において高い価値を有しているが,特に高泌乳

時において濃厚飼料給与量の少ない状態では要求

するDCPを充足 し得ないことを明瞭に示してい

る｡

濃厚飼料の給与量が増加した場合,乳量の上昇

することは,前章の試験 Ⅰ-3及び試験 Ⅰ-5で

も認められており,本試験でも同様の傾向が得ら

れた｡しかし,両区間の差は約2kg/目であり,

著しい差ではなかった｡このことについては,少

給区においてもTDN摂取量がかなり高かったこ

とによるものと推察される｡

乳組成については,いずれにおいても両区間に

有意な差違は認められず,この点,試験 Ⅰ--3の

結果と同様の傾向である｡

以上のように,泌乳初期において,黄熱後期ま

で登熟した早生とうもろこしサイレージを多給し

た場合,泌乳上重要なエネルギー摂取量が高く,

この点において濃厚飼料の節減に役立っと考えら

れる｡しかし,濃厚飼料給与量が少ない場合,要

求するDCPを充足し得ないという問題が生ずる｡

このことについては,濃厚飼料あるいは乾草など

の併給する飼料中の粗蛋白質含量を高めたり,尿

素プレミックス40) の利用あるいはサイレージ調

製時に尿素やアンモニアのような非蛋白窒素化合

物の添加を図り,サイレージ自休の粗蛋白質含量

を高める5U531U5)ことにより解決し得る｡

小 括

とうもろこしサイレージを高度に利用し高乳量

を安定的に生産するためには,栄養収量とともに

サイレージの養分含量や養分摂取量並びに産乳量

の差違が十分明らかにされなければならない｡

本章では,とうもろこしの栄養収量やサイレー

ジの養分含量並びにその摂取量や産乳量を,品種

や熟期あるいはチモシー主体牧草サイレージとの

比較で検討し,更に,高栄養粗飼料との併給並び

に濃厚飼料給与量との関連で,とうもろこしサイ

レージの多給価値について検討を加えた｡

その結果,とうもろこしの品種間において養分

含量に差違があり,早生種は,特にTl)N含量が

高く,また,熟期の進行により乾物及びTDN収

量が向上するとともにその摂取量が向上し,更に,

成熟期サイレ一一ジの多給時においてビートパルプ

や飼料用ビートを併給しても,有意な産乳量の上

昇が得られないことが明らかにされた｡また,黄

熟後期サイレージの多給は,高泌乳時においてT

DNの充足率は高いが,DCPの充足率が低 く,特

に濃厚飼料給与量が少ない場合DCPの補給を要

することが示された｡

更に,とうもろこしサイレージの多給時におい

て,濃厚飼料の増給によりサイレージの摂取量は

減少するが,養分摂取量及び産乳量の上昇するこ

とが認められ,とうもろこしサイレージ多給によ

る搾乳牛の飼養上において,黄熟後期～成熟期で

のサイレージ調製が,高乳量を生産するための重

要条件であることが明らかにされた｡




